
地
域
に
お
け
る
近
代
日
本
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
行
事

94　（812）

I
I
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
の
比
較
考
察

白

ノ

哲

夫

【
要
約
】
　
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
研
究
は
近
年
急
速
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
が
、
時
期
的
変
遷
や
、
事
例
間
の
関
連
性
が
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
の
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
の
実
態
を
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
近
代
日
本
社
会
の
申
で
担
っ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
戦
死
者
を
集
団
と
し
て
祭
祀
す
る
招
魂
祭
と
、
個
人
と
し
て
弔
う
戦
死
者
葬
儀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
平
時
と
戦
時
の
「
戦
没
者

慰
霊
」
を
担
っ
た
。
い
ず
れ
も
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
行
事
で
あ
り
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
そ
の
公
的
性
の
度
合
い
は
強
ま
っ
た
。
ま
た
二
つ
の
行
事
は

神
道
と
仏
教
の
果
た
す
役
割
の
違
い
を
反
映
し
て
お
り
、
前
者
は
主
と
し
て
死
者
へ
の
顕
彰
と
称
賛
、
後
者
は
死
者
へ
の
哀
悼
と
弔
い
を
受
け
持
っ
て
い

た
。
そ
の
役
割
は
互
い
に
自
覚
的
に
選
び
取
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
互
い
の
領
域
を
奪
い
合
お
う
と
す
る
紛
争
が
通
時
代
的
に
起
こ
り
続
け
て
い
た
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
七
巻
六
号
　
二
〇
〇
四
年
＝
月

は
じ
め
に
一
「
戦
没
者
慰
霊
」
研
究
の
成
果
と
課
題
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
近
年
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
世
紀
が
代
わ
っ
て
以
来
の
過
去
三
年
に
限
っ
て
み
て
も
、

　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

原
田
敬
～
、
本
康
宏
史
、
轟
轟
丸
勝
彦
、
岩
田
重
則
ら
の
単
著
が
出
さ
れ
た
他
、
川
村
邦
光
を
中
心
と
す
る
研
究
会
の
成
果
や
、
国
立
歴
史
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

俗
博
物
館
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
「
戦
没
者
慰
霊
」
研
究
は
、
靖
国
神
社
問
題
に
対
す
る
立
場
が
そ
の
研
究
に
強
く
反
映
さ
れ
て
き
た
。
村
上
重
良
、
大
江
志
乃
夫
、
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⑧

籠
谷
次
郎
、
大
原
康
男
ら
の
一
連
の
研
究
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
少
な
く
と
も
戦
前
に
お
い
て
軍
国
主
義

あ
る
い
は
国
家
神
道
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
か
つ
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
中
心
的
施
設
で
あ
っ
た
、
と
い
う
靖
国
神
社
へ
の
評
価
は
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
「
戦
没
者
慰
霊
」
研
究
は
地
域
の
事
例
を
掘
り
起
こ
す
形
で
急
速
に
進
み
、
．
忠
魂
碑
や
護
国
神
社
の
事
例
が

　
　
　
　
　
　
　
⑨

次
々
と
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
論
や
記
憶
論
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
研
究
や
、
ム
ラ
・
イ
エ
レ
ベ
ル
で
の
民
俗
・
祭
祀

　
　
　
　
　
⑩

研
究
が
進
ん
だ
。
だ
が
依
然
と
し
て
課
題
は
多
い
。

　
第
一
に
、
一
連
の
研
究
に
お
い
て
時
期
に
よ
る
そ
の
変
遷
が
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
争
だ
け
が
そ
の
画
期
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
場
で
ど
の
よ
う
な
儀
式
が
行
わ
れ
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
第
一
の
問
題
と
合
わ
せ
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
も
っ
と
も
大
き
な
問

題
と
し
て
、
現
在
ま
で
続
く
日
本
社
会
に
お
け
る
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
枠
組
み
自
体
を
問
う
姿
勢
が
不
十
分
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
戦
没
者
慰
霊
」
イ
コ
ー
ル
靖
国
神
社
（
あ
る
い
は
国
家
神
道
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
し
て
い
る
。
「
戦
没
者
慰
霊
」
と
い
う
言
葉
で

く
く
ら
れ
る
諸
施
設
・
行
事
が
持
っ
て
い
る
多
様
な
要
素
や
論
理
を
、
一
定
の
克
服
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
靖
国
に
収
敏
さ
せ
て
し
ま
う
傾
向

は
否
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
戦
没
者
慰
霊
」
と
従
来
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
の
内
実
が
、
よ
り
詳
細
に
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
挿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

お
い
て
は
、
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
「
殉
難
者
」
と
「
戦
没
者
」
の
区
別
を
明
確
に
し
、
そ
の
意
味
を
論
じ
た
。
本
稿
で
は
ま
た
違
っ
た
角

度
か
ら
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
さ
ら
な
る
脇
分
け
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
以
上
の
意
図
の
も
と
に
本
稿
で
は
「
戦
没
者
慰
霊
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
の
事
例
を
比
較

し
な
が
ら
み
て
い
く
。
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
招
魂
祭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
蓄
積
は
十
分
で
は
な
い
。
大
江
志
乃
夫
は
ム
ラ

の
忠
魂
客
前
で
行
わ
れ
る
招
魂
祭
に
つ
い
て
言
及
し
、
儀
式
が
神
仏
併
式
で
あ
る
こ
と
は
、
神
道
形
式
が
民
衆
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ず
、
仏
教
の
補
完
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
た
。
ま
た
荒
川
章
二
は
、
軍
隊
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
考
察
す
る
立
場
か
ら
、
招
魂
祭
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⑭

の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
招
魂
祭
自
体
を
概
究
対
象
と
し
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
は
、
本
麻
宏
史
の
研
究

を
雄
心
と
す
る
。
本
康
は
金
沢
の
事
例
を
取
り
あ
げ
て
、
招
魂
祭
が
当
初
の
慰
霊
の
機
能
を
半
ば
失
っ
て
、
祝
祭
的
要
素
を
強
め
て
い
っ
た
こ

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
を
示
し
た
。
ま
た
羽
賀
祥
二
は
、
戦
地
に
お
け
る
招
魂
祭
の
儀
式
や
弔
辞
を
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
研
究
も
事
例
の
紹
介
に
と

ど
ま
り
、
招
魂
祭
と
い
う
行
事
自
体
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
、
時
期
に
よ
る
変
遷
や
儀
式
の
実
態
が
十
分
に
分
析
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
お
い
て
仏
教
が
神
道
の
補
完
的
存
在
だ
っ
た
、
と
す
る
主
張
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
戦
死
者
葬
儀
に
関
し
て
も
、
籠
谷
次
郎
と
矢
野
敬
一
の
事
例
研
究
に
ほ
ぼ
と
ど
ま
る
と
い
っ
て
よ
く
、
十
分
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は

雷
い
難
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
に
あ
る
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
に
つ
い
て
一
定
の
事
例
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
二
つ
の
行
事

が
特
に
日
中
戦
争
以
前
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

①
本
稿
で
は
「
戦
没
者
慰
霊
」
と
い
う
雷
葉
は
か
っ
こ
を
つ
け
て
使
用
す
る
が
、

　
そ
れ
は
国
家
に
よ
り
祭
祀
の
対
象
と
し
て
認
定
さ
れ
た
近
代
軍
隊
に
お
け
る
「
戦

　
没
者
」
に
つ
い
て
門
慰
霊
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
筆
者
の
立
場
を

　
表
し
て
い
る
。
本
来
は
「
追
悼
扁
と
い
う
一
軸
葉
を
使
用
す
る
方
が
望
ま
し
い
が
、

　
歴
史
事
象
を
示
す
用
語
と
し
て
「
戦
没
者
慰
霊
漏
が
ま
だ
定
着
し
て
い
る
、
と
い

　
う
判
断
の
も
と
に
使
用
す
る
。

②
原
田
敬
一
明
国
民
軍
の
神
話
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
。

③
本
署
宏
史
凹
軍
都
の
慰
霊
空
間
臨
（
吉
廻
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
。

④
田
中
丸
勝
彦
『
さ
ま
よ
え
る
英
霊
た
ち
輪
（
柏
書
一
房
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑤
岩
田
重
則
『
戦
死
者
霊
魂
の
ゆ
く
え
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
王
年
）
。

⑥
川
村
邦
光
編
『
戦
死
者
の
ゆ
く
え
睡
（
青
藍
社
、
二
〇
〇
三
年
）
。

⑦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
近
現
代
の
戦
争
に
関
す
る
記
念
碑
臨
二
〇
〇
二
年
、

　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
　
一
〇
二
　
慰
霊
と
墓
、
二
〇
〇
三
年
。

⑧
村
上
重
良
『
慰
霊
と
招
魂
臨
（
岩
波
轡
店
、
一
九
七
四
年
）
、
大
江
志
乃
夫
『
靖

　
国
神
社
幽
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
、
籠
谷
次
郎
『
近
代
日
本
に
お
け
る
教
育

　
と
国
家
の
思
想
撫
（
阿
愛
社
、
一
九
九
四
年
目
、
大
原
康
男
『
忠
魂
碑
の
研
究
臨

　
（
暁
業
繋
、
～
九
八
四
年
）
。

⑨
忠
魂
碑
に
つ
い
て
は
、
新
宮
譲
治
『
戦
争
碑
を
読
む
』
（
光
陽
出
版
、
二
〇
〇

　
〇
年
）
、
海
老
根
功
『
忠
魂
碑
（
上
・
下
）
睡
（
東
宣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
、
護
国

　
神
社
に
つ
い
て
は
、
今
井
昭
彦
「
群
馬
県
邑
楽
護
国
神
社
の
創
建
過
程
扁
（
魍
群
馬

　
文
化
』
二
四
七
、
一
九
九
六
年
）
、
梅
田
欽
治
「
栃
木
県
護
国
神
社
の
環
礁
と
地

　
域
社
会
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
『
宗
教
・
聖
俗
・
伝
統
i
社
会
の
歴
史
的
構

　
造
と
変
容
』
雄
山
閣
、
一
九
九
五
年
所
収
）
、
津
田
勉
「
幕
末
長
州
藩
に
お
け
る

　
招
魂
社
の
発
生
」
（
『
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
艦
籍
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

⑩
　
た
と
え
ば
、
川
村
邦
光
叫
罠
星
空
問
の
近
代
藤
（
情
況
出
版
、
　
一
九
九
六
年
）
、

　
岩
本
通
弥
『
戦
没
者
祭
祀
と
祖
先
観
の
変
容
に
関
す
る
民
俗
学
的
研
究
隔
（
文
部

　
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
二
年
中
。

⑪
こ
の
区
別
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
招
魂
社
の
役
割
と
構
造
1
「
戦
没
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者
慰
霊
嚥
の
再
検
討
一
」
（
『
日
本
史
研
究
一
五
〇
三
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

　
な
お
簡
単
に
そ
の
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
も
と
も
と
特
質
の
違
う
「
殉

　
難
者
」
と
「
戦
没
者
」
を
同
列
に
位
償
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
「
戦
没

　
者
慰
霊
」
が
成
立
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑫
本
稿
で
「
戦
死
者
」
と
い
う
場
合
は
、
一
般
的
に
戦
闘
を
含
め
た
戦
争
に
起
困

　
す
る
様
々
な
原
因
に
よ
り
死
亡
し
た
者
、
を
さ
す
。
国
家
の
認
定
の
有
無
は
考
慮

　
し
て
い
な
い
概
念
で
あ
る
（
実
際
に
は
重
な
る
部
分
が
多
い
が
）
。
．
ま
た
、
「
戦
死

　
者
葬
儀
」
と
い
う
語
句
は
史
料
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
使
用
し

　
て
い
る
。

⑬
大
江
前
掲
書
、
一
八
○
ペ
ー
ジ
以
降
。

⑭
　
荒
川
章
二
隅
軍
隊
と
地
域
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
。

⑮
本
康
前
掲
書
。

⑯
　
羽
賀
祥
二
「
戦
病
死
者
の
葬
送
と
招
魂
－
日
清
戦
争
を
例
と
し
て
一
」

　
（
『
名
士
］
屡
大
帯
ナ
靱
帯
字
部
菰
醐
集
㎞
史
帯
宇
四
⊥
ハ
、
　
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑰
籠
谷
次
郎
「
戦
死
者
の
葬
儀
と
町
村
一
町
村
葬
の
推
移
に
つ
い
て
の
考
察

　
一
」
（
『
歴
史
評
論
』
六
二
八
、
二
〇
〇
二
年
）
、
矢
野
敬
一
「
戦
死
者
と
「
郷

　
土
」
／
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
同
性
」
（
川
村
前
掲
編
著
所
収
）
。

第
一
章
　
地
域
に
お
け
る
招
魂
祭

地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

第
一
節
　
師
団
招
魂
祭
－
大
阪
の
事
例
を
中
心
に
一

　
本
稿
で
取
り
扱
う
「
招
魂
祭
」
と
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
「
戦
没
者
慰
霊
」
を
目
的
と
し
、
か
つ
師
団
・
連
隊
と
い
っ
た
軍
隊
の
単
位
あ

る
い
は
道
府
県
・
郡
・
市
町
村
の
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
も
の
を
さ
す
。
「
戦
没
者
」
を
祀
る
意
味
で
の
招
魂
祭
、
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
戊
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

戦
争
の
只
中
に
あ
っ
た
｝
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
に
ま
で
湖
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
靖
国
神
社
に
お
い
て
も
招
魂
祭
は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
国
家
レ
ベ
ル
の
招
魂
祭
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
本
章
で
は
ま
ず
師
団
招
魂
祭
に
つ

い
て
大
阪
の
第
四
師
団
の
事
例
を
中
心
に
検
討
し
、
つ
い
で
郡
・
市
町
村
の
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
他
の
地
域
の
事
例
に
も
ふ
れ
つ
つ
招
魂
祭
の
実

態
を
再
構
成
し
て
み
た
い
。

　
大
阪
で
行
わ
れ
た
招
魂
祭
の
一
覧
を
示
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
大
阪
で
は
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
三
月
に
西
南
戦
争
の
戦
没
者
を

弔
う
目
的
で
大
阪
市
中
之
島
に
明
治
紀
念
塔
が
建
立
さ
れ
、
二
ヶ
月
後
に
大
阪
借
行
社
の
主
催
の
も
と
に
塔
の
前
で
第
一
圓
の
招
魂
祭
が
開
催

　
　
②

さ
れ
た
。
期
日
は
五
月
六
B
か
ら
八
日
の
三
日
間
で
、
靖
国
神
社
の
春
季
大
祭
に
合
わ
せ
た
日
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
最
初
の
招
魂
祭
の
様
子
を
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表1　招魂祭一覧表

年月日 主要出席・参拝者・団体 余　　興 備　　考

1883．5．6～8 東西本願寺法主，松島廊紅裕 花火，競馬

隊4～50人

1884．5．6－8 東西本願寺法主 花火，競馬，相撲

1885．5．6～8 府役人，東本願寺法主，仏光 競馬，能狂雷，相撲，花火

寺法主，芸妓100人

1887，5．6－8 仏光導・東西本願毒法主 大神楽，能狂言，競馬，馬
術，相撲

1891．5．6－8 手品，手踊，競馬 この年より東預本願
寺法主が隔年で拙席

1892．5．6－8 競馬，馬術，花火，射的，

相撲，能狂雷，仕舞，浄瑠
璃，兵営縦覧

ユ893．5．6－7 警官，学校生徒 相撲，1争瑠璃，仕舞，狂雷， 縦覧券発行2万3千
花火，再術，馬術，競馬，

兵営縦覧

ユ896．5．6－8 学校生徒，府知事，郡区長， 花火，撃剣，端艇競漕，相
新聞社員 撲，能狂言，競馬，手踊，

西洋運動，兵営縦覧

1900．ユ1．6～7 各県知事・幹部，検事，裁判 繊店ユ350，落語，打球，相 この年より弔魂会の

官，学校長，郡区長ら1万2 撲，撃剣，競馬，自転東競 主催に

千，論宗管長 走，花火，能

1905．5．6 遺族1080，各府県知事・幹部 模擬戦，打球，相撲，沙河
穴居模型

1907．5．6～7 府知事，大阪市長，学校生徒 花火，相撲，競馬，騎芸，
自転車曲乗，大神楽，撃剣，

銃剣術，武装競争，造物，

軽気球

1908．5．6－7 学校生徒，府知事，郡区長， 花火，大神楽，撃剣，相撲，

新聞社員，控訴院長，造幣局 競馬，自転車曲乗，覗から
長，市会議員 くり

1909．5．6－7 府市役人，貴族院議員，学校 見世物各種，撃剣，相撲，

生徒，遺族1500，群衆数万 競馬，自転車曲乗，花火，

活動写真

1910．5．6－7 兵庫県知事，大阪府知事，検 競馬，相撲，撃剣，芸妓舞，

事，造幣局長，学校生徒 手踊，喜劇，奇術，活動写
真，花火，柔術

1911．5．6－7 知事，学校生徒 大神楽，相撲，撃剣，武装
競走，馬術，銃槍試合，演
芸，伝道，独楽督し

1912．5．6～7 知事，市長，造幣局長，控訴 銃槍試合，撃剣，相撲，覗

院長，学校生徒 眼鏡，入形芝居，伝道，競
馬，馬術

1913．4．30 知事，市長，学校生徒 諒繰出にっき余興な
ｵ

1914．4．30 知事，市長，学校長・生徒 同上

1915．4．30 学校生徒 競馬，鋼術，椙撲，見世物
各種，花火

1916．喋．30 遺族1100，学校生徒 雨のため余興なし

19ユ7．4．30～5 知事，市長，赤十掌看護婦， 競馬，撃剣，相撲，喜劇
，1 学校生徒，遺族工500，来場数

万

ユ918．4．30 知事，市長，学校生徒 遺族陸軍墓地へ参拝
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地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白JII）

1919．5．1 市長，学校生徒，遺族3000 競馬馬術，相撲，撃剣，
纉＝C銃槍試合，花火

1920，5．1 知事，市長 競馬，相撲，撃剣

192ユ．5．1 知事 撃剣，競馬

ユ922．5．1 知事，市長，府市会議員ら来
o300，遺族1300

競馬，相撲，武術大会

1923．5．1 商業会議所会頭，遺族1500 競馬，撃剣，相撲

1924．5．1 遺族1500 競馬，撃剣，相撲

1925．5．1 知事，市長，学校生徒，遺族
P500

余興あり 祭神七二（二府五
�j

1926．5．ユ 市長，参拝3万 競馬，撃剣，相撲

1928．5．5 遺族7GOG，参拝IG万 競馬，相撲，撃剣

1932．5．5 知事，市長ら参列2万5000，
ﾅ護婦，青年団，学校生徒

獅子舞，奉納競技，慰霊飛

s
1933．5．5 学校生徒，青年団員，出席5 獅子舞，競馬，梢撲

1934．5．5 学校生徒，国防婦入会員 競馬，剣術，相撲 陸軍墓地へ参拝

1935。5．5 競馬，相撲，剣術，花火

ユ936．5．5 知事，阪大総長ら来賓3000，

Q拝10万

1937．5．5 遺族5000 競馬，銃剣術，相撲

1938．5．5 剣道，相撲 全市一斉黙祷

1939．5．5 出席1万 花火，相撲，剣道，音楽

（表は『大阪朝日新聞』より作成）

伝
え
る
新
聞
記
事
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

　
　
明
治
紀
念
標
一
昨
日
の
景
況
は
午
後
～
二
時
よ
り
大
谷
派
本
願
寺
法

　
　
主
の
見
え
た
の
で
例
の
お
あ
り
が
た
や
が
上
し
く
出
か
け
し
た
め

　
　
一
層
の
賑
い
を
添
え
又
松
島
廓
の
血
判
隊
が
四
五
十
占
い
ず
れ
も

　
　
お
姫
様
の
風
に
打
目
綺
羅
を
飾
り
て
押
出
し
た
る
は
中
々
麗
わ
し

　
　
く
見
え
た
り
夜
に
入
り
練
兵
場
の
姻
花
も
非
常
の
群
集
に
て
さ
し

　
　
も
に
広
き
馬
場
よ
り
練
兵
場
の
近
傍
へ
か
け
て
人
の
山
を
為
し
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
錐
の
地
な
き
か
と
纏
わ
る
る
ば
か
り
な
り

　
招
魂
祭
と
い
う
行
事
に
か
な
り
の
人
出
が
あ
り
、
お
祭
り
的
要

素
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
人
出

に
本
願
寺
法
主
の
来
訪
が
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
点
も
注
目
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
。
他
の
地
域
で
も
そ
う
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
東
西
本
願
寺
法

主
の
来
訪
は
大
き
な
動
員
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
数
多
く
の
余
興
の
開
催
が
あ
り
、

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
見
世
物
小
屋
、

花
火
、
露
店
な
ど
の
お
祭
り
風
の
も
の
、
能
狂
言
・
浄
瑠
璃
・
活

動
写
真
な
ど
の
芸
能
娯
楽
、
競
馬
・
撃
剣
・
相
撲
な
ど
の
競
技
に

大
別
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
催
し
物
を
目
当
て
と
し
た
で
あ
ろ
う
群
衆
は
、
B
露
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戦
争
後
に
は
数
万
人
規
模
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
。
そ
の
時
期
に
は
、
新
聞
も
写
真
入
り
で
詳
し
く
祭
典
の
様
子
を
伝
え
、
会
場
で
起
こ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
招
魂
祭
と
は
「
戦
没
者
慰
霊
」
行
事
で
は
あ
る
が
、
民
衆
に
と
っ
て
第
一
義
的
に
は
お
祭
り
で
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
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第
工
節
　
招
魂
祭
の
儀
式
と
運
営

　
そ
れ
で
は
、
招
魂
祭
の
本
来
の
開
催
目
的
で
あ
る
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
側
面
を
担
保
す
る
儀
式
は
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
具
体
的
事
例
と
し
て
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
一
一
月
六
日
～
七
日
の
招
魂
祭
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
年
は
、
表
に
示

し
た
よ
う
に
主
催
が
大
阪
弔
魂
会
と
い
う
団
体
に
変
わ
る
が
、
こ
の
団
体
は
軍
・
府
・
市
か
ら
役
員
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
軍
と
行
政
の
協
力

体
制
が
確
立
し
た
と
い
う
点
で
大
阪
の
招
魂
祭
に
と
っ
て
重
要
な
帰
期
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。

　
ま
ず
招
魂
祭
の
前
日
の
＝
月
五
日
に
、
大
阪
楷
行
社
内
に
保
管
さ
れ
、
祭
祀
対
象
戦
没
者
の
姓
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
「
霊
名
簿
」
が
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

典
の
会
場
で
あ
る
大
阪
城
爾
練
兵
場
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
霊
代
奉
遷
祭
」
と
呼
ば
れ
る
儀
式
で
あ
る
。
翌
六
B
の
儀
式
は
、
ま
ず
神
道
形

式
か
ら
始
ま
り
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ
た
。

　
　
下
主
祓
詞
↓
大
麻
、
塩
水
行
事
↓
散
米
↓
招
魂
↓
献
饅
↓
斎
主
、
弔
魂
会
長
祭
文
朗
読
↓
将
校
、
下
士
卒
遺
族
、
来
賓
参
列
者
参
拝
↓
軍
隊
分
列
↓
学
校

　
　
生
徒
参
拝
↓
昇
霊
魂
↓
撤
饅

　
続
い
て
午
後
か
ら
は
、
仏
教
形
式
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。

　
　
阿
弥
陀
経
勤
式
（
東
本
願
寺
、
大
谷
光
螢
）
↓
委
員
遺
族
弔
魂
会
来
賓
参
拝
↓
理
趣
三
昧
読
経
（
真
言
宗
、
長
有
匡
）
↓
祭
文
朗
読

　
翌
七
日
に
は
浄
土
真
宗
と
真
奮
宗
を
除
く
仏
教
各
宗
派
そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
が
順
に
実
施
さ
れ
た
。
神
道
と
仏
教
の
儀
式
は
明
確
に
分
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

並
立
し
た
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
の
よ
う
に
、
神
仏
両
式
の
行
事
が
融
合
し
た
形
を
取
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
神
道
・
仏
教

双
方
の
立
場
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
形
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら
か
の
形
式
の
み
を
採
用
す
る



地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

こ
と
は
、
双
方
の
対
立
を
顕
在
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　
次
に
、
招
魂
祭
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
か
を
見
て
み
よ
う
。
運
営
団
体
と
そ
の
形
態
に
関
す
る
史
料
は
十
分
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
の
「
招
魂
祭
祭
典
委
員
編
成
表
」
を
こ
こ
で
は
み
て
お
き
た
い
。
そ
の
「
編
成
表
」
に
よ
れ
ば
、
委
員
長
に

は
陸
軍
少
将
で
第
四
師
団
長
の
井
染
禄
郎
が
就
き
、
副
委
員
長
に
は
陸
軍
大
佐
、
府
内
務
部
長
、
市
助
役
が
就
い
た
。
陸
軍
、
府
、
市
の
協
力

体
制
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
会
場
運
営
の
実
務
に
あ
た
る
委
員
は
、
総
務
・
祭
儀
・
接
待
・
余
興
・
建
築
の
五
部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
軍
、

府
、
市
か
ら
人
員
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
総
務
部
に
は
赤
十
字
と
警
察
当
局
、
祭
儀
部
は
大
阪
国
学
院
と
本
願
寺
難
波
別
院
の
代
表
者
、
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余
興
部
に
は
各
新
聞
社
か
ら
記
者
、
武
道
団
体
、
相
撲
協
会
か
ら
の
人
員
が
加
わ
っ
て
い
た
。
招
魂
祭
は
単
な
る
軍
の
行
事
で
は
な
く
、
地
域

ぐ
る
み
で
軍
・
官
・
民
が
一
体
で
運
営
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
招
魂
祭
運
営
に
関
す
る
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
京
都
の
第
一
六
師
団
の
事
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
第
一
六
師
団
の
設

置
は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
｝
）
で
、
招
魂
祭
は
翌
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
五
月
に
始
ま
る
が
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
当
初
大
阪
の
招

魂
祭
を
主
催
す
る
弔
魂
会
か
ら
の
「
分
離
独
立
」
の
形
を
取
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
師
団
長
で
弔
魂
会
長
の
土
屋
光
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

か
ら
「
醇
金
分
与
は
当
会
を
根
本
的
に
破
壊
す
る
も
の
」
と
猛
反
発
を
受
け
、
結
局
一
定
額
の
援
助
金
を
も
ら
う
こ
と
で
決
着
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
催
を
二
ヶ
月
後
に
控
え
た
三
月
の
一
六
師
団
と
京
都
・
滋
賀
・
福
井
二
二
重
・
奈
良
の
各
府
県
内
務
部
長
・
同
代
理
と
の
会
談
で

は
、
二
つ
の
問
題
が
議
論
に
な
っ
て
い
た
。
一
つ
は
対
象
地
域
の
問
題
で
あ
り
、
福
井
県
か
ら
は
県
の
連
隊
単
位
で
招
魂
祭
を
実
施
し
た
い
、

と
の
希
望
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
希
望
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
の
ち
に
各
府
県
単
位
で
護
国
神
社
が
創
建
さ
れ
て
い
く
背
景
と
な
る
意
識
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
金
銭
的
な
負
担
に
つ
い
て
は
、
開
催
地
の
京
都
府
の
負
担
割
合
が
五
割
～
七
割
の
問
で
主
張
が
分
か
れ
、
結
果

京
都
府
側
の
主
張
し
た
五
割
が
通
り
、
残
り
を
対
象
祭
神
数
に
応
じ
て
各
県
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
も
う
～
つ
は
師
団
設
置
を
機
に
設
立
が
検
討
さ
れ
て
い
た
京
都
儂
行
社
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
師
団
側
は
各
府
県
に
応

分
の
負
担
を
求
め
た
が
、
事
前
に
協
議
事
項
と
し
て
連
絡
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
滋
賀
県
が
師
団
の
や
り
方
を
「
ペ
テ
ン
」
と
批
判
し
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て
反
発
し
た
ほ
か
、
奈
良
県
も
負
担
に
は
応
じ
難
い
旨
を
述
べ
た
。
し
か
し
京
都
、
三
重
、
福
井
は
賛
同
の
意
を
表
し
、
結
果
三
分
の
二
を
京

都
、
残
り
三
分
の
一
を
他
県
が
人
口
比
で
配
分
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
こ
の
議
論
は
、
招
魂
祭
と
い
う
一
定
の
地
域
協
力
が
合
意
さ
れ
て
い

た
行
事
と
、
明
確
な
軍
の
関
連
団
体
で
あ
る
階
行
社
に
対
す
る
行
政
の
認
識
の
違
い
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
第
一
六
師
団
の
招
魂
祭
に
つ
い
て
、
あ
と
二
つ
だ
け
指
摘
し
て
お
く
べ
き
事
実
が
あ
る
。
第
一
は
開

催
日
程
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
靖
国
神
社
の
春
季
大
祭
と
同
日
の
四
月
三
〇
日
に
設
定
さ
れ
た
。
表
1
の
大
阪
の
場
合
で
も
示
し
た
と

お
り
多
少
の
変
動
は
あ
る
が
、
招
魂
祭
の
日
程
は
常
に
靖
国
神
社
の
祭
日
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
に
、
遺
族
に
対
す
る
神

構
台
（
招
待
券
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
）
は
直
接
遺
族
に
は
送
付
さ
れ
ず
、
各
町
村
役
場
に
一
括
し
て
送
付
さ
れ
た
上
で
遺
族
に
行
渡
る
形
式

で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
も
、
招
魂
祭
に
つ
い
て
の
軍
と
行
政
罰
の
協
力
体
制
が
緊
密
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
さ
て
、
次
節
で
は
よ
り
小
さ

な
規
模
で
行
わ
れ
た
町
村
レ
ベ
ル
の
招
魂
祭
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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第
三
箇
　
市
町
村
に
お
け
る
招
魂
祭
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表
2
は
、
神
道
系
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
作
成
し
た
市
町
村
レ
ベ
ル
（
郡
含
む
）
の
招
魂
祭
の
一
覧
表
で
あ
る
。
使
用
史
料
の
関

係
上
地
域
的
な
偏
り
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
時
期
的
に
は
日
露
戦
争
が
終
わ
っ
た
翌
年
の
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
か
ら
明
治
の
終

わ
り
ま
で
と
、
　
九
三
〇
年
代
に
集
中
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
で
大
量
の
戦
死
者
を
出
し
た
こ
と
が
、
地
域
に
お
け
る
招
魂
祭
の
広
が
り
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
順
に
表
か
ら
わ
か
る
事
項
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
開
催
さ
れ
る
場
所
は
、
神
社
・
学
校
・
公
園
と
い
っ
た
地
域
の
公
共
空
間
、
と
で

も
い
う
べ
き
場
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
場
所
は
、
の
ち
に
忠
魂
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
く
場
で
も
あ
っ
た
。
招
魂
祭
や
慰
霊
祭
が
忠
魂
碑

の
前
で
行
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
一
般
的
な
説
明
が
あ
る
が
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
祭
典
が
定
着
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
祭
典
が
始
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ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
忠
魂
碑
の
建
立
は
一
九
三
〇
年
代
に
急
増
す
る
、
と
い
う
籠
谷
次
郎
の
研
究
と
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
忠
魂
碑
は



地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

祭
典
開
催
の
必
要
条
件
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
出
席
者
は
、
郡
町
村
長
を
は
じ
め
地
方
議
員
・
警
察
署
長
・
郵
便
局
長
な
ど
地
域
支
配
の
中
核
と
な
る
存
在
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地

域
の
学
校
生
徒
の
参
加
も
多
い
。
規
模
の
わ
か
る
事
例
は
少
な
い
が
、
町
村
レ
ベ
ル
で
も
大
き
な
も
の
は
数
千
人
の
参
加
者
を
集
め
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
参
加
者
を
呼
び
集
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
や
は
り
余
興
の
数
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
相
撲
・

競
馬
と
い
っ
た
競
技
、
諮
り
や
芸
能
と
い
っ
た
お
祭
り
型
の
余
興
に
加
え
、
戦
利
品
の
展
示
や
従
軍
者
の
体
験
談
講
演
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
儀
式
内
容
に
つ
い
て
は
、
仏
式
行
事
を
開
催
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
表
2
に
示
し
た
が
、
日
露
戦
後
の
時
期
で
は
そ

の
数
が
比
較
的
多
い
の
に
対
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
つ
い
て
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
記
事
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、

神
仏
合
同
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
即
断
は
で
き
な
い
が
、
神
道
系
雑
誌
に
お
け
る
記
事
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
招
魂
祭
が
神

仏
合
同
で
行
わ
れ
る
、
と
い
う
状
況
に
対
す
る
神
道
側
の
意
識
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
市
町
村
レ
ベ
ル
の
招
魂
祭
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
具
体
的
事
例
を
「
つ
み
て
お
き
た
い
。
京
都
府
乙
訓
郡
に
お
け
る
一
九
三
三
年

（
昭
和
八
）
の
事
例
で
あ
る
。
時
期
が
戦
時
体
制
の
強
化
さ
れ
て
い
く
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、
大
ま
か
な
祭
典
の
様
子
を
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
材
料
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

ハ　 ロ イ

郡
招
魂
祭
執
行
二
関
ス
ル
件

日
時
　
九
月
二
十
七
日
午
前
十
時
開
始

場
所
　
粟
生
山
光
明
寺

招
待
者
ノ
範
囲
　
知
事
　
内
務
部
長
　
学
務
部
長
　
兵
事
課
長
　
師
団
長
　
参
謀
長
　
高
級
副
宮
　
旅
団
長
　
聯
合
支
部
長
　
福
知
山
聯
隊
区
司
令

　
　
　
　
　
富
　
郡
出
身
府
会
議
員
　
向
日
町
署
長
　
警
部
補
　
郡
農
会
長
　
町
村
長
　
兵
事
主
任
　
分
会
長
　
小
学
校
長
　
聯
合
分
会
長
　
同

　
　
　
　
　
副
長
　
歴
代
尚
武
会
長
　
各
町
村
戦
友
総
代
　
殊
勲
者
代
表
　
郡
在
郷
将
校
　
西
山
専
門
学
校
長
　
西
山
女
学
校
長
　
遺
族
　
　
（
以

　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
　
　
下
略
）
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表2　地域招魂祭一覧表

日時 地域 開催場所 畠二者（軍関係者をのぞく） 行事・儀式

1899，1ユ．6 三重県宇治由田町 元神風講社表三三

1899．12．10 富山県上市町 材1明社 町村長（出席300） 槍術・剣術・角力・花火・にわか手踊

ユ900．7．22 秋田県湯沢町 雄勝招魂社 剣術・奏楽・芝居・摺撲・花火

1900．10．29 富山県五百石町 天満宮 学校蛋徒・郡長・町長・赤十字社員 奏楽・競馬・柔術剣術

1900．11． 愛知県知多郡 入水神社 秘書舞己・衆院畿員・地方議員・町村長 花火・角力

1900．12．16 些些壁上山村’ 醗本八幡神社 塗輿・村長・教員・警官・学校生徒
i200）

奏楽・吉備舞

1901．11．5 富山市 遊園地 警察官・笥；長・」也方諄養員・新犀揺霊己

ﾒ・学校生徒
仏式開催・宴会・撃剣・槍術・柔
p・弓術手踊・競馬

1902．5．6 藤岡県煎原町 符頭記念碑葡

1902．10．25 欝山県上市町 熊野神社 郡長赤十字社員・学校生徒 相撲・銃槍術・煙火・山車・にわか

1902，11．14－15 盛岡市 招魂社 知事・地方議員・学校生徒 奏楽・神楽・手踊

1903．4．26 高知県東又村 志和海浜 学校生徒・校長 茶菓饗応・花火・運動会

1905．6．25 滋賀県愛知郡 愛知川進拡館 郡長・地方議員・警察署長・郵便
ﾇ長（300）

従軍記者観戦談

1905．6．29 長野県松本町 四葬神杜 戦利品観覧

1905．10．25 東京府 富醗八幡神詣

1906．3．24 水田市 常盤公團 知事・閑院宮

1906．4．1 香川県前田村 西光毒 郡長・警察署長（出庸300余り） 仏式併i催・花火・奏楽

1906，4．5 香川県山田村 小学校運動場 巌暑・村長 仏式開催

ユ906．4ほ2 豊田県観音寺町 琴弾公園 郡長督察署長・町長載半曝官・郵

ﾖ局長
1906．4．15 香川県池田村 仏式開催

工906，4．20 兵庫県村醗町 学校運動場 仏式開催・軍楽・唱歌

1906．4．21 福島県中村町 賑城二の丸 参観数千 仏式開催・奏楽

ユ906．4．22 栃木県黒羽町 招魂社 郡長・町長

1906，4．24 香川県造田村’ 郡長・村憂

1906．5．5 島根県邑智郡

1906．7．22 窟山県神代村 小学校運動場 郡長泣長・学校生徒 慰霊唱歌

1906．ユ0．10 雨露市 招魂社 知事三三 仏式開催

19G6．10．28 葛城県築館町 薬師堂 町村長・知事 神楽・相撲・煙火・撃剣・鉛舞

1907．4．8 神奈川県皆木町 大綱神社 赤十字社員 紳楽

1907．4．24 兵庫県村岡町 公園桜山麟 郡長 奏楽・軍楽・唱歌

1907．4．28 新潟市 白癬公園 学校長・学校生徒

1907，5．18 新潟県田上村 高等小学校庭 学校坐徒（700） 奏楽

19G7．6．3 三重県塊浜村 紀念夢前 仏式開催

1907．10．4 富山県魚li醐 小学校 町長 仏式開催・蒋火・爆竹・手踊・麺子舞

1907．10．15 秋田県北浦町 神祇 来会80余事 仏式開催

1907，ユ0．27 富由県五百石町 高等小学校 郡長 自転車競走・競編

1907．H．23 窟山県新湊町 生津八幡筥 副長・町長・警察署長・郡会議員
i出席700）

手踊・花火

1907．12．15 熊本県内牧町 小学校運動場 郡長・署長・町長 仏式開催・招魂唱歌

1908，4．6 香川県平井村 南尋常小学校 郡長・警察署長・町村長・地方議
�E新聞言智徳・廃兵

仏式開催

ユ908．5．12 香∫11溝川津村 春日神社 学校生徒・地方三二・郡長

igO8．6．6 鳥取市 招魂社 知事 造物・煙火・角力

19玉O，4．25 東京都青梅町 小学校 町長・郡長・地方議員・学校生徒 神楽・花火・撃剣・演芸

1910．H．20 新潟県岩船郡 石船神社 町村長 花火・相撲

1911．5．1 香川県川津村 三日神社内忠魂社

1911．5．20 香川県端岡村 小学校 村長・郡長

1911，5．25 香川県平井村 西応善 郡長 仏式のみ

1911．10．16 長野県一ヒ伊那郡 招魂社 愛国婦人会長・郡長・町長・廃兵 花火

ユ911．11．19 東京府府中町 大国魂神社 郡長・学校長・地方議員・新聞記
ﾒ・愛過勤入会員（参拝1260）

模擬唐

1912．3．2工 徳島県鱒浦村’ 靖国神社：に関する講演

1912．4．25 長野県飯山町 飯出城趾忠魂碑 町村長・地方議貝・済生会員・赤
¥字’有功祉員・愛国婦入会貝

1915．3．IQ 愛媛県北宇和郡 吉田町安藤神言境内 素入相撲・二輪加・手踊・浄瑠璃

1915，4．18 愛媛県原町村 小学校 伊予郡長・僧侶・村会議員・学校
ｷ・会衆300余名

相撲
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1915．4．25 愛媛県喜多郡 大洲町’城山公園 郡農会長・中学校長・警察署長・
ﾅ務署長・高等女学校長・小学校
ｷ・商業会長・町村長・各二三院
Z職・学校生徒2000・遺族260余り・廃兵44名

音楽・棚引

1915，4．25 愛媛県越智郡 今治吹弾公園 郡長・裁判富・中学校長・高等女
w校長・聯隊長・県参事会員・県会議員・税務署長・郵便局長・警

@署長・遺族200余財・拝観1万
]・学校生徒1000余・総計2万

王917．3．21 愛知県羽黒村

19王7．4．2 愛知県丹羽郡 宮津園

1917，11．3 愛知県西春日井郡

1917．11．3 愛知県半眼町 雁宿公園

1917．11．5 愛知県犬山町 犬山町公國広場 仏式開催

1917．11．10 広島県高田郡 北部十二か村連合

1917．ll．18 広島県賀茂郡

19ユ9．ユ1．16 福【諸県企救郡 北方尋常高等小学校 参加二千 撃餌・銃剣術・マラソン・二輪加

1920，5．22 栃木県芳賀郡 真岡町公園患魂碑 郡長・各町村’長・警察暑長

192王．4．8 大分箏 西寒多神組＝

1923．12．9 静岡県北山村 小学校 仏式のみ

1926．4．30 鹿児島市 招魂社 参拝数万 銅鍛・太鼓・テント講演

1930．3．10 香川県単西村 小学校前忠魂碑 宥志400余・小学校生徒・省年鴎員 実戦談

1930．4．15 香川県大川郡 白鳥本町’ 銃剣術・軍刀術・撃剣・喜劇

1930，4．29 香川県大川郡 白鳥神社境内 中学校長・警察署長・学校児量職

1930，5．7 香川県香川郡 佛生山町公会堂 暑町村長・小鷺校長・小学校生徒 大和舞・国民精神作興に「剣する講演

1930．5．11 香川県豊田樽

1930．6．22 香糾県琴平町

1931．4．3 香川県難場田村 忠魂碑前 村長・学校長・産業組合長・消防
g頸・青年団長・村会議員・1発兵・

w校職員児

撃剣・講演

1931．4．3 香川県多度津町 小学校内忠魂碑 銃剣術

193ユ，喋．4 香川県大川郡 造田村忠魂堂 代議盤＝・遺族数百 銃剣術・旧劇

1931．5．9 兵庫県篠111町

1932．3．20 香月1県庵治村 八幡神祉境内忠魂社 各団体代表

王932．3．21 香111県飯野村 忠魂堂 各種団体長 神式に変更

1932．10．3 福岡県直方市 多賀神祉忠魂塔 学校生徒（参拝三千）

1933．3．29 愛知県丹羽郡 早早役所 赤十字・軍人後援会・愛国婦人会・

坙{海員捜済会・愛知県神職会

1934．4．3 香川県大川郡 学校 学校生徒・町村会長・教育会長・
x察箸長・村長

花火・万歳・銃剣術・柔道・活動写

^
1935．4．14 香川県小豆郡 小豆島中学校 学校生徒・国防婦人会員・町村

ｷ・総勢2500余

1937．3．10 香川県坂出町 八幡神社境内

1937．3．13 香川寺井戸村 小学校講堂

1937，3．21 香川県飯野村 小学校内忠魂祠 村長・児蛍教職員

1937．5．10 香川県善逓寺町 大麻神握：忠魂碑 善通寺署長・学校長・県議・国防
ﾚ入会支部長・小学校生徒

剣術・銃剣術・浪花節

1938．3．10 香川県富熊村 小学校講堂 ヰ†長・遺左芙70・ノ」、学校生行セ

1938．3．21 香川県飯野村 小学校内忠魂薦 村長・各団体代表 浪花節・銃剣術・児量競技・鋤子舞

1938．5．ユ0 謝ll県善通寺町 大麻神社忠魂碑 小学校生徒・婦人翻体

1938．5．15 香川県法勲寺村 小学校講堂 各団体代表・小学校生徒

1938，三1．1 香川県三笠贋村 忠魂社

1939、3．21 香川県飯野村 小学校内忠魂祠 村長・書年団員・婦人会員・小学

Z生徒
従軍者講演・劇・花火噌轟引

1939．4．17 香川県法勲寺村 小学校講堂

1939．4．25 香川県大川郡 津田高等女学校講堂 参列900余・学校生塵 仏式聞｛崔

1939．5．6 香鑓1県坂本村’ 小学校 学校生徒・各団体

1939，10．29 香川県多肥村 小学校講堂

1939，iユ．18 香川県琴平町 忠魂社 窟衙長・学校長など50余婦人会
�E学校生徒

閻羅綴墜鵡繍繧黎鎧騨魏県継騨講購膿累讐｝lr1麟謬劉聡翻・拡課神
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招
待
者
を
み
る
と
、
行
政
・
軍
・
警
察
・
学
校
な
ど
地
域
支
配
の
中
核
を
担
う
組
織
か
ら
余
す
と
こ
ろ
な
く
招
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料

で
は
儀
式
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
が
、
会
場
が
光
明
寺
と
い
う
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仏
式
行
事
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
同
じ
史
料
の
中
で
、
光
明
寺
へ
の
謝
礼
金
と
し
て
三
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
催
し
物
と
し
て
狂
言
と
師
団
将
校
に
よ
る
講
演

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
。
時
期
が
か
な
り
下
っ
て
い
る
せ
い
か
、
娯
楽
的
な
部
分
は
控
え
め
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
市
町
村
の
招
魂
祭
は
、
基
本
的
に
は
一
年
に
～
度
行
わ
れ
、
運
営
の
中
心
に
は
在
郷
軍
人
が
あ
た
り
、
地
域
支
配
層
と
遺
族
が
こ
れ
に
協
力

す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
た
。
特
定
の
個
人
は
こ
こ
で
は
「
慰
霊
」
さ
れ
ず
、
市
町
村
単
位
で
の
こ
れ
ま
で
の
戦
死
者
す
べ
て
を
「
慰
霊
」
の

対
象
と
し
て
い
た
。
ま
た
招
魂
祭
自
体
が
、
ム
ラ
の
お
祭
り
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
、
催
し
物
と
し
て
多
く
の
余
興
が
行
わ
れ
、
一
方
で
軍

人
・
元
軍
人
ら
に
よ
る
時
局
講
演
や
戦
争
の
思
い
出
話
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
民
衆
と
軍
隊
・
戦
争
と
の
距
離
を
近
づ
け
る
機
能
も
果
た

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
四
節
招
塊
祭
の
変
容

　
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
な
招
魂
祭
の
性
格
は
、
時
期
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
そ
う
し
た
変
容

の
意
昧
に
つ
い
て
も
考
察
し
な
が
ら
、
招
魂
祭
と
い
う
慰
霊
行
事
の
性
格
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
表
！
を
み
る
と
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
ご
ろ
を
境
に
招
魂
祭
の
様
子
に
大
き
な
変
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
九
一
三
年

の
招
魂
祭
は
、
明
治
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
だ
っ
た
た
め
、
余
興
が
中
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
は
昭
憲
皇
太
后
の
諒
闇

の
た
め
、
余
興
が
二
年
連
続
で
中
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
天
皇
・
皇
太
后
の
死
と
い
う
ま
っ
た
く
偶
然
の
出
来
事
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
年
お
い
て
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
に
は
雨
天
に
よ
り
再
び
余
興
が
中
止
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
雨
天
の
年
は
中
止
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
余
興
の
位
置
づ
け
が
こ
の
あ
た
り
か
ら
変
化
し
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
こ
の
年
の
記
事
に
は
、
祭
典
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

遺
族
が
陸
軍
墓
地
に
参
拝
し
た
こ
と
が
初
め
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
以
降
、
余
興
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
競
馬
・
撃
剣
・
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桐
撲
と
い
っ
た
競
技
中
心
に
明
確
に
転
換
し
、
お
祭
り
的
な
要
素
は
縮
小
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
以
降
に
つ
い
て
は
同
日
に
行
わ
れ
る
メ
ー
デ
ー
の
急
速
な
動
員
力
拡
大
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
始
ま
っ
た
メ
ー
デ
ー
は
、
大
阪
に
お
い
て
も
急
速
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
、
翌
年
に
は
五
千
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
魚
の
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
に
は
一
万
の
参
加
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
数
が
実
数
で
な
く
、
ま
た
参
加
層
が
違
う
と
想
定
さ
れ
る
に
し

て
も
、
群
衆
の
集
ま
る
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
招
魂
祭
自
体
の
変
質
も
指
摘
で
き
る
。
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
周
辺
町
村
の
合
併
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
大
大
阪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

市
が
成
立
し
た
の
を
機
に
、
よ
り
軍
と
行
政
と
の
協
力
体
制
を
固
め
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
目
立
っ
た
変
化
と
し
て
は
、
府
下

小
中
学
校
か
ら
生
徒
代
表
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
翌
年
か
ら
参
加
者
数
の
激
増
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
学
校
を
は
じ
め

と
し
た
団
体
で
の
公
的
な
参
拝
な
ど
、
よ
り
正
確
に
数
を
把
握
で
き
る
形
の
出
席
者
が
増
え
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

（
大
正
九
）
に
は
同
じ
近
畿
地
方
の
滋
賀
・
奈
良
県
で
そ
れ
ぞ
れ
県
を
単
位
と
す
る
招
魂
祭
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
行
事
の
位
置
づ
け
が
よ
り

公
的
な
色
彩
を
強
め
た
時
期
と
も
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
表
2
の
町
村
レ
ベ
ル
で
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
ら
か
に
一
九
二
〇
年
代
に
記
事
が
激
減
し
、
再
び
記
事
が

増
え
る
一
九
三
〇
年
代
の
招
魂
祭
で
は
、
地
域
支
配
層
の
代
表
者
に
加
え
婦
人
会
や
青
年
団
な
ど
の
よ
う
な
各
種
団
体
単
位
で
の
出
席
が
多
く

な
り
、
余
興
で
は
軍
事
色
の
強
い
銃
剣
術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
一
方
、
さ
き
に
み
た
儀
式
の
形
態
の
う
ち
、
神
式
に
つ
い
て
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
が
、
仏
教
形
式
の
方
で
は
、
後
に
は
浄
土
真

宗
の
僧
侶
が
儀
式
の
中
心
を
担
い
、
読
経
や
説
教
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
他
の
宗
派
は
基
本
的
に
参
列
し
て
焼
香
す
る
の
み
と
な
っ
た
。
浄
土

真
宗
の
特
殊
な
地
位
が
改
め
て
う
か
が
え
る
。

　
以
上
ま
と
め
て
み
る
と
、
招
魂
祭
は
そ
の
地
域
の
軍
・
官
・
民
さ
ら
に
神
道
・
仏
教
界
ま
で
含
め
て
一
体
と
な
り
、
万
単
位
の
参
加
者
を
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
戦
没
者
慰
霊
」
と
い
う
本
来
の
開
催
意
図
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
た
感
を
与
え
る
向
き
も
あ
っ
た
。
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そ
の
招
魂
祭
が
大
き
な
変
化
を
す
る
の
は
お
お
む
ね
一
九
二
〇
年
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
あ
り
方
の
変
化
を
戦
死
者
の
増

加
に
よ
っ
て
説
明
す
る
見
方
で
は
理
解
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
メ
ー
デ
ー
の
例
を
挙
げ
た
よ
う
な
群
衆
の
流
れ
の
変
化
や
、
行
政
と
軍
と
の
協

力
関
係
の
変
化
な
ど
が
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
大
正
期
に
み
ら
れ
る
軍
隊
一
般
へ
の
支
持
の
低
下
な
ど
も
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
で
は
、
戦
死
者
葬
儀
に
つ
い
て
招
魂
祭
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

ユ08 （826）

①
『
関
東
鎮
台
日
誌
駈
一
八
六
八
年
六
月
、
『
太
政
官
日
誌
駄
一
八
六
八
年
七
月
。

②
朔
大
阪
護
国
神
社
五
十
年
忌
㎞
一
九
九
二
年
、
六
七
ペ
ー
ジ
。

③
噸
大
阪
朝
日
新
聞
輪
一
八
八
三
年
五
月
九
日
付
。

④
姫
路
で
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
に
行
わ
れ
た
招
魂
祭
に
は
、
真
宗
大
谷
派

　
の
大
谷
光
演
法
主
が
来
場
し
、
門
群
衆
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
へ
て
饗
銭
を
祭
場

　
に
投
ぐ
る
も
多
く
念
仏
の
声
中
々
喧
す
し
か
り
し
」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た
と
い

　
う
。
『
神
戸
又
新
日
報
睡
～
八
九
七
年
五
月
～
一
日
付
。

⑤
咽
大
阪
朝
日
』
一
九
＝
牽
五
月
七
日
付
に
は
、
ス
リ
が
現
れ
て
会
場
が
騒
然

　
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
れ
て
い
る
。
ま
た
、
迷
子
や
落
し
物
の
件
数
も
出
て
い
た
。

⑥
魍
大
阪
護
国
神
社
五
十
年
史
輪
七
〇
ぺ
…
ジ
。

⑦
噸
鹿
児
島
新
聞
隔
一
九
〇
六
年
四
月
目
二
日
付
、
に
よ
れ
ば
、
神
職
の
祝
詞
、

　
僧
侶
の
読
経
、
来
賓
の
玉
串
奉
奥
と
焼
香
が
連
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

⑧
「
雑
書
綴
」
大
正
一
四
～
昭
和
三
年
（
『
大
阪
府
庁
文
書
歴
）
。

⑨
新
聞
社
が
競
馬
の
勝
者
に
賞
品
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
広
告
の
掲
載

　
と
併
せ
て
ス
ポ
ン
サ
ー
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑩
「
自
明
治
四
十
三
年
至
大
正
五
年
招
魂
祭
一
件
扁
，
（
欄
奈
良
県
庁
文
書
駄
）
。
以
下
、

　
本
節
の
記
述
は
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
い
る
。

⑪
男
神
祉
協
会
雑
誌
輪
は
主
と
し
て
神
道
界
の
公
式
的
な
見
解
、
内
務
省
の
意
向

　
が
反
映
さ
れ
る
雑
誌
で
あ
っ
た
（
発
行
期
間
一
九
〇
二
～
三
九
年
）
。
こ
れ
に
対

　
し
魍
全
国
神
職
会
会
報
隔
は
神
職
の
職
能
団
体
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
で
、
の
ち

　
門
皇
国
撫
、
開
皇
国
時
報
㎞
と
誌
名
を
変
更
し
て
い
る
（
発
行
期
間
一
八
九
九
～
一

　
九
三
六
年
）
。
後
者
の
方
が
神
職
の
生
の
声
が
反
映
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま

　
た
地
域
ご
と
の
神
職
会
で
も
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

⑫
籠
谷
次
郎
「
戦
没
者
碑
と
「
忠
魂
碑
扁
一
あ
る
忠
魂
碑
訴
訟
に
よ
せ
て

　
一
」
（
噸
歴
史
評
論
幅
四
〇
六
、
一
九
八
四
年
）
。

⑬
門
往
復
綴
自
昭
和
六
年
扁
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
『
乙
訓
郡
自
治
研
究

　
A
断
文
害
』
轟
ハ
）
。

⑭
『
大
阪
時
事
新
報
』
一
九
　
六
年
五
月
一
日
付
。
な
お
、
大
阪
の
陸
軍
墓
地
に

　
つ
い
て
は
、
横
山
篤
夫
『
戦
時
下
の
社
会
』
（
岩
醸
書
院
、
二
〇
〇
～
年
）
に
詳

　
し
い
。

⑯
　
　
『
大
阪
朝
日
睡
一
九
二
一
、
一
九
二
四
年
五
月
二
日
付
。

⑯
同
前
、
一
九
二
五
年
五
月
二
間
付
。

⑰
『
彦
根
市
史
』
下
巻
、
一
九
六
四
年
、
五
〇
三
～
五
〇
四
ペ
ー
ジ
、
噛
奈
良
県

　
神
職
会
会
報
』
二
、
一
九
二
一
年
五
月
。

⑱
『
鹿
児
島
新
聞
』
一
九
〇
六
年
四
月
一
七
日
付
に
以
下
の
よ
う
な
投
誉
が
寄
せ

　
ら
れ
て
い
る
。

　
　
2
昨
日
の
喪
祭
は
招
魂
祭
だ
っ
た
の
か
、
凱
旋
祝
賀
会
だ
っ
た
の
か
、
僕
に

　
は
｝
寸
了
解
り
憎
か
っ
た
。
招
魂
祭
だ
と
は
飽
く
迄
承
知
し
て
る
が
、
余
興
に
蒲

　
巳
衆
人
が
心
を
奪
ら
れ
て
居
る
や
う
な
の
で
、
否
や
余
り
踊
り
騒
ぎ
が
盛
大
過
ぎ

　
た
の
で
、
厳
平
な
儀
式
で
惹
起
さ
れ
た
悲
壮
痛
惜
の
繋
念
は
混
乱
有
耶
無
耶
に
成

　
っ
て
、
身
は
何
時
し
か
祝
賀
会
に
で
も
臨
ん
で
る
や
う
、
些
も
真
面
目
な
心
情
に

　
は
成
ら
れ
翻
っ
た
。
」



第
二
章
　
戦
死
者
葬
儀
の
儀
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と
運
営

地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

第
…
節
　
日
露
戦
争
～
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
戦
死
者
葬
儀

　
戦
死
者
葬
儀
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
極
め
て
少
な
い
。
今
回
は
、
静
岡
県
富
士
市
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら

戦
死
者
葬
儀
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。
以
下
は
、
現
在
富
士
市
域
と
な
っ
て
い
る
旧
加
島
村
役
場
の

文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
日
露
戦
争
戦
死
者
葬
儀
の
様
子
で
あ
る
。

　
　
明
治
三
十
七
年
戦
役
戦
死
者
葬
儀
誌

　
　
　
（
中
略
）

　
　
十
～
月
五
日
静
岡
補
充
大
隊
ハ
其
遺
髪
及
遺
物
ヲ
遺
族
二
下
付
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
村
長
出
岡
代
ッ
テ
之
ヲ
受
ケ
岩
渕
停
車
場
二
下
車
ス
全
百
川
村
会
議
員

　
　
各
区
長
其
他
近
隣
ノ
者
数
十
名
出
迎
ヒ
午
后
四
時
加
島
村
役
場
二
着
会
議
室
二
安
置
シ
僧
侶
ノ
読
経
来
会
者
ノ
焼
香
了
ッ
テ
家
族
二
交
付
ス
其
月
念
｝
日

　
　
ヲ
ト
シ
仏
式
ヲ
以
テ
埋
葬
ノ
式
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
ト
ナ
ス
当
日
ハ
晴
天
ニ
シ
テ
且
穏
和
ナ
リ
キ
正
午
十
二
時
其
自
宅
ヲ
出
棺
ス
其
儀
式
ハ
別
紙
行
列
順
序
ノ

　
　
如
ク
先
ツ
本
村
学
校
生
徒
ヲ
前
駆
ト
シ
会
葬
者
斗
慮
二
千
有
余
名
容
儀
粛
々
ト
シ
テ
横
割
ヲ
経
界
路
盤
盾
　
下
柚
木
蓮
裏
寺
二
於
テ
式
ヲ
行
フ
先
導
師
及

　
　
僧
侶
ノ
読
経
了
ッ
テ
本
郡
南
部
各
藩
僧
侶
ノ
弔
詞
ヨ
リ
村
長
知
事
郡
長
愛
国
婦
人
会
県
郡
会
議
員
税
務
及
警
察
署
長
各
町
村
長
村
会
議
員
区
長
本
郡
教
育

　
　
会
長
本
村
学
校
長
生
徒
総
代
四
隣
町
村
学
校
長
其
他
有
志
者
数
名
焼
香
弔
詞
歌
ヲ
仏
前
二
朗
読
哀
悼
ノ
意
ヲ
表
シ
午
盾
三
時
式
全
ク
畢
リ
其
ノ
墓
地
二
埋

　
　
　
　
①

　
　
骨
セ
リ

　
ま
ず
所
属
部
隊
か
ら
死
者
の
遺
髪
と
遺
物
が
村
長
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
る
。
そ
し
て
村
の
者
が
出
迎
え
、
村
役
場
に
安
置
さ
れ
る
。
死
者

は
村
が
引
き
取
る
、
と
い
う
形
で
あ
る
。
そ
し
て
仏
式
の
儀
式
が
終
わ
っ
た
後
に
、
遺
族
に
返
さ
れ
る
。
一
個
人
に
対
す
る
処
遇
だ
が
、
村
と

い
う
単
位
が
遺
族
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
葬
儀
に
は
村
内
有
力
者
は
も
と
よ
り
近
隣
の
村
か
ら
の
出
席
者
も
あ
っ

109 （827）



駅　待　合　所

一般村民
在郷軍人

青年会員

小学校生徒

図1　駅前遺骨出迎配置図（ぎ静岡県須津村役場文書毒より作成）

た
。
二
千
名
と
い
う
参
列
者
は
、
当
時
の
村
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
史
料
で
は
、
計
三
名
の
戦
死
者
に
つ
い
て
記
録
が
あ
る
が
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
葬
儀
が
村
を
挙
げ

て
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
寺
も
違
っ
て
い
た
。
ま
た
葬
列
は
小
学
校
生
徒
と
青
年
会
が
先
導
す
る
形
で
あ

り
、
若
い
世
代
に
儀
式
の
重
要
な
役
を
担
わ
せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
一
連
の
儀
式
は
早
い
段
階
で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
次
に
同
じ
く
現
富
士
市
の
旧
須
津

村
で
行
わ
れ
た
第
～
次
大
戦
で
の
戦
死
者
葬
儀
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。
図
1
は
死
者
の
遺
骨
を
出
迎
え
る

時
の
配
置
を
指
定
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
す
で
に
在
郷
軍
人
・
青
年
会
・
学
校
生
徒
が
動
員
さ
れ

て
お
り
、
村
長
ら
近
隣
の
者
が
中
心
に
出
迎
え
た
加
島
村
の
例
と
は
違
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
葬
儀
の
様
子
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

AAvv
（
三
）

（
四
）

（
五
）

読
経

弔
詞
神
官
・
村
長
・
郡
長
・
知
事
・
歩
兵
第
四
聯
隊
派
遣
官
・
衆
議
院
議
員
・
郡
会
議
長
・
警
察
署

　
　
長
・
小
学
校
長
・
在
郷
軍
人
会
分
会
長
・
赤
十
字
社
員
総
代
・
海
員
援
護
会
員
総
代
・
青
年
会
代

　
　
表
者
・
愛
闘
婦
人
会
会
員
総
代
・
淑
女
会
代
表
者
・
小
学
校
生
徒
総
代

小
学
校
生
徒
弔
歌

焼
香

　
②

読
経

　
こ
こ
で
日
露
戦
争
期
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
弔
詞
を
読
む
の
が
村
の
有
力
者
だ

け
で
は
な
く
、
各
種
団
体
か
ら
も
代
表
が
出
て
い
る
点
で
あ
る
。
在
郷
軍
人
会
を
は
じ
め
と
す
る
そ
う
し
た
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地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

団
体
が
、

な
い
か
。

　
　
義
は
山
岳
よ
り
い
と
重
く

　
　
御
旗
の
下
に
死
を
遂
げ
し

　
　
茜
7
，
幻
の
徴
と
は
い
へ

　
　
御
国
の
難
に
殉
ひ
し

　
　
葵
蓉
の
峰
の
精
霊
も

　
　
君
の
誰
に
似
か
よ
ひ
て

日
露
戦
争
期
よ
り
も
村
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
葬
儀
へ
の
参
加
の
あ
り
方
も
よ
り
集
団
化
し
た
と
い
え
る
の
で
は

も
う
一
つ
は
小
学
生
に
よ
る
弔
歌
の
合
唱
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

死
は
鴻
毛
よ
り
い
と
軽
し

君
こ
そ
決
死
の
勇
士
な
る

は
か
な
き
人
の
世
と
は
い
へ

君
の
誉
ぞ
永
久
な
ら
め

田
子
の
浦
辺
の
青
松
も

忠
こ
そ
と
わ
に
輝
か
ん

　
戦
死
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
称
賛
の
定
型
的
な
語
句
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
「
田
子
の
浦
」
の
よ
う
な
地
域
性
を
示
す
雷
葉

を
入
れ
、
さ
ら
に
死
者
の
名
前
を
も
称
賛
の
材
料
に
使
っ
た
歌
詞
で
あ
る
。
こ
の
歌
詞
が
「
蛍
の
光
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
歌
わ
れ
た
。

ち
な
み
に
こ
こ
で
は
示
さ
な
い
が
、
も
う
～
種
類
の
歌
が
「
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
沈
没
の
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
別
れ
や
哀
感

を
覚
え
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
使
い
な
が
ら
、
歌
詞
の
内
容
で
は
死
者
の
称
揚
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
戦
死
者
葬
儀
の
運
営
・
儀
式
の
あ
り
方
は
、
戦
死
者
の
激
増
す
る
日
中
戦
争
期
に
は
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
で

い
く
。

第
二
節
　
目
中
戦
争
期
の
戦
死
者
葬
儀

日
中
戦
争
が
開
始
さ
れ
て
五
ヶ
月
後
の
一
九
一
二
七
年
（
昭
和
一
二
）

　
兵
第
工
〇
四
二
号

　
　
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
八
日
　
　
　
静
岡
県
学
務
部
長

一
二
月
、
静
岡
県
か
ら
戦
死
者
葬
儀
に
関
す
る
通
達
が
出
さ
れ
た
。

lll （829）



　
各
市
町
村
長
殿

　
　
戦
病
死
者
公
葬
花
輪
二
関
ス
ル
件
依
頼

戦
病
死
者
帯
町
村
葬
執
行
ノ
際
知
事
ヨ
リ
一
人
拾
円
宛
ノ
花
輪
ヲ
贈
呈
可
致
候
二
黒
テ
ハ
便
宜
市
町
村
二
於
テ
御
準
備
相
粘
度
代
金
ハ
別
紙
見
積
書
用
紙

相
当
欄
記
入
ノ
上
請
求
セ
シ
ム
ル
母
御
取
計
相
成
度
追
テ
公
病
死
或
ハ
戦
死
ト
認
メ
ラ
ル
ル
や
否
や
疑
ア
ル
者
二
対
シ
テ
右
前
以
テ
御
連
血
相
成
度

　
　
　
　
③

　
（
以
下
略
）

　
こ
の
通
達
で
は
知
事
か
ら
の
花
輪
は
便
宜
上
市
町
村
で
用
意
し
、
後
で
代
金
だ
け
請
求
す
る
よ
う
に
、
と
さ
れ
て
い
る
。
大
量
の
戦
死
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

予
想
し
た
行
政
側
で
葬
儀
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
措
置
の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
本
当
の
戦
死
者
か
ど
う
か
疑
問
が
生
じ
る
場

合
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
連
絡
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の
形
で
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
お
よ
そ
二
ヶ
月
後
の
次
の
通
達
も
、
葬
儀
の
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和

士

垂

万
八
日

人
第

募

静
岡
県
臨
時
軍
事
援
護
部
長

静
岡
県
総
務
部
長

　
　
　
　
　
市
町
村
長
殿

　
　
　
市
町
村
葬
執
行
二
関
シ
臨
場
願
提
出
ノ
件
通
牒

市
町
村
葬
執
行
際
際
シ
臨
場
願
提
出
ノ
場
合
ハ
当
庁
台
帳
整
備
並
弔
辞
作
製
上
必
要
有
之
候
昌
盛
爾
今
左
記
ノ
点
特
二
御
留
意
相
成
度

　
　
　
　
　
記

｝
、
神
式
仏
式
ノ
別
ヲ
記
載
セ
ラ
レ
度
シ

一
、
故
人
ノ
兵
種
階
級
位
階
勲
功
等
ヲ
脱
落
セ
ザ
ル
様
致
サ
レ
タ
シ

一
、
戦
死
、
戦
傷
死
、
病
殿
ノ
区
別
ヲ
判
然
ト
セ
ラ
レ
度
シ
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④

　
　
一
、
支
那
事
変
ト
満
洲
二
於
ケ
ル
闘
匪
ト
ノ
区
分
ヲ
記
載
セ
ラ
レ
度
シ

　
神
式
・
仏
式
の
別
を
確
認
し
て
葬
儀
の
大
ま
か
な
形
態
を
把
握
し
た
上
で
、
弔
辞
の
作
成
に
つ
い
て
は
兵
士
個
々
の
情
報
を
受
け
取
り
、
お

そ
ら
く
一
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
字
句
の
中
で
個
々
の
兵
士
に
よ
っ
て
違
う
部
分
を
変
更
す
る
だ
け
で
良
く
な
る
。
儀
式
に
お
け
る
弔
辞

の
シ
ス
テ
ム
化
が
、
こ
の
通
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
で
は
こ
の
時
期
の
戦
死
者
葬
儀
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
紙
面
の
関
係
上
史
料
全
て
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
吉
永
村
の

事
例
を
み
て
み
た
い
。

　
　
第
～
鈴
　
用
意

　
　
第
二
鈴
着
席

　
　
　
～
、
村
内
会
葬
看
入
場
　
二
、
郡
内
会
葬
者
入
場
　
三
、
遺
族
親
戚
入
場
　
四
、
僧
侶
入
場

　
　
第
三
鈴
　
開
式

　
　
　
一
、
一
同
起
立
敬
礼
　
二
、
導
師
焼
香
　
三
、
読
経
　
四
、
弔
詞
並
弔
電
　
五
、
読
経
山
越
　
六
、
焼
香
　
七
、
弔
歌
　
八
、
葬
儀
委
員
長
挨
拶
　
九
、

　
　
　
親
族
総
代
挨
拶
、
一
〇
、
一
同
起
立
敬
礼

　
　
第
四
鈴
　
閉
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
一
、
僧
侶
退
場
　
二
、
遺
族
親
族
退
場
、
三
、
会
葬
者
退
場

　
右
の
式
次
第
の
申
で
、
焼
香
に
つ
い
て
は
誰
が
行
う
か
、
弔
詞
・
弔
電
に
つ
い
て
は
誰
か
ら
の
も
の
を
朗
読
し
、
あ
る
い
は
紹
介
に
と
ど
め

る
か
の
区
分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
葬
儀
に
参
列
す
べ
き
者
に
つ
い
て
は
、
村
内
有
力
者
、
各
種
団
体
員
、
小
学
校
児
童
の
み
指
定
さ

れ
、
あ
と
は
案
内
状
の
発
送
の
み
に
と
ど
め
る
、
と
い
う
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
た
。
出
席
者
や
儀
式
の
内
容
に
至
る
ま
で
、
細
か
い
指
示
や

統
制
が
な
さ
れ
、
焼
香
や
出
席
範
囲
の
限
定
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
化
と
あ
る
種
の
簡
素
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
戦
死
者
葬
儀
は
、
招
魂
祭
が
地
域
の
「
戦
没
者
」
と
い
う
集
団
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
戦
死
者
個
人
が
対
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
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戦
死
者
を
迎
え
る
の
は
村
と
い
う
共
同
体
を
通
じ
て
で
あ
り
、
葬
儀
は
村
を
挙
げ
て
故
人
を
称
揚
す
る
と
と
も
に
、
村
の
各
層
を
動
員
す
る
形

が
す
で
に
第
一
次
大
戦
期
に
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
日
中
戦
争
に
至
っ
て
、
大
量
の
戦
死
者
が
予
想
さ
れ
る
情
勢
か
ら
、
行
政

側
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
化
が
さ
ら
に
進
み
、
弔
辞
や
儀
式
へ
の
参
加
者
の
範
囲
ま
で
指
示
や
統
制
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
「
戦
没
者
慰
霊
」
は
、
平
時
に
行
わ
れ
、
地
域
の
戦
死
者
全
体
を
祭
祀
す
る
招
魂
祭
と
、
戦
時
あ

る
い
は
戦
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
、
地
域
全
体
を
動
員
し
て
個
人
を
迎
え
、
弔
う
戦
死
者
葬
儀
の
二
本
立
て
で
あ
っ
た
、
と
大
雑
把
に
は
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
二
つ
の
行
事
が
並
立
し
て
い
た
の
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
、
次
章
で
は
儀
式
の
場
で

何
が
語
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
①
舶
島
村
役
場
「
明
治
三
十
七
年
日
露
事
変
書
類
」
（
富
士
市
立
図
書
館
蔵
。
　
　
③
大
渕
村
役
場
「
戦
死
者
村
轟
関
係
綴
」
一
九
三
七
年
以
降
。

　
　
以
下
、
本
章
内
で
使
用
の
村
役
場
文
書
は
同
図
書
館
蔵
で
あ
る
。
）
。
な
お
、
本
稿
　

④
同
前
。

　
　
で
は
戦
死
者
の
個
人
名
は
省
略
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
吉
永
村
役
場
「
村
葬
関
係
書
類
」
一
九
三
七
～
四
三
年
。

　
②
須
津
村
役
場
「
故
陸
軍
歩
兵
伍
長
山
口
忠
作
葬
儀
綴
」
一
九
一
四
年
＝
月
。

114 （832）

第
三
章
　
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
お
け
る
祭
文
と
弔
辞

第
一
節
　
招
魂
祭
に
お
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
実
際
の
慰
霊
行
事
で
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
戦
争
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
に
は
、
儀
式
に
お
い
て
読
ま
れ
た
祭
文
や
弔
辞
が
一
つ
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
招
魂
祭
で
読
ま
れ
た
祭
文
や
、
戦
死
者
葬
儀
で
読
ま
れ
た
弔
辞
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
考
え
て
み

た
い
。

　
招
魂
祭
祭
文
に
つ
い
て
は
、
大
阪
の
二
つ
の
事
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
一
章
で
も
と
り
あ
げ
た
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
の



地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

祭
典
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
祭
文
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
維
時
明
治
三
十
三
年
商
～
月
六
日
を
ト
し
（
中
略
）
各
地
に
於
て
陣
亡
せ
る
在
天
の
霊
魂
を
招
き
特
に
大
祭
の
式
典
を
挙
げ
尚
永
世
無
窮
に
諸
子
の
忠
霊

　
　
を
弔
祭
す
る
を
期
す
（
中
略
）

　
　
鳴
面
構
な
る
哉
諸
子
の
義
烈
清
国
の
役
（
中
略
）
其
一
勝
一
敗
は
実
に
国
威
の
消
長
に
止
ま
ら
ず
国
家
存
亡
の
繋
る
所
な
り
而
し
て
連
戦
連
捷
向
ふ
所
敵

　
　
な
く
我
国
光
を
宇
内
に
宣
揚
し
た
り
（
申
略
）
圏
皆
我
團
聖
徳
神
武
の
致
す
所
と
難
も
抑
も
亦
諸
子
の
患
勇
義
烈
に
頼
る
書
し
と
せ
ざ
る
也
短
呼
諸
子
の

偉
功
此
の
如
し
而
し
て
当
時
激
戦
苦
闘
の
状
炎
熱
避
寒
を
凌
ぎ
疫
不
慮
毒
を
侵
し
千
辛
薫
風
備
に
嘗
め
ざ
る
な
き
其
惨
櫓
苦
楚
の
状
を
追
想
回
思
す
れ
ば

　
歴
々
今
尚
ほ
屡
随
の
間
に
在
り
転
凄
愴
感
傷
の
情
に
勝
へ
ざ
る
な
り
嘘
央
諸
子
の
戦
死
病
没
せ
る
誠
に
悼
む
べ
し
然
れ
ど
も
身
国
家
の
干
城
に
任
ず
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
命
を
戦
場
に
致
す
固
よ
り
期
す
る
所
諸
子
其
本
分
を
尽
し
臣
民
君
国
に
報
ゆ
る
の
大
義
を
全
う
し
遺
憾
な
か
る
べ
し
（
以
下
略
）

そ
し
て
、
日
露
戦
争
を
は
さ
ん
だ
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
の
招
魂
祭
で
は
以
下
の
よ
う
な
祭
文
が
読
ま
れ
て
い
る
。

　
卓
上
明
治
四
十
二
年
五
月
六
日
弔
魂
会
長
陸
軍
申
濡
幕
三
位
勲
皿
等
功
二
級
男
爵
土
屋
光
春
等
壇
を
城
東
に
設
け
清
青
立
蓋
の
璽
を
祭
り
謹
み
て
告
げ
て

　
曰
く
（
中
略
）
大
元
帥
陛
下
維
新
の
鴻
業
を
成
し
給
ひ
し
ょ
り
以
来
（
申
略
）
繋
れ
の
隆
晶
を
致
し
し
所
以
は
固
よ
り
大
元
帥
陛
下
の
稜
威
に
由
れ
り
と

　
錐
も
抑
も
亦
諸
士
の
忠
烈
な
か
り
せ
ば
何
ぞ
能
く
其
の
光
と
其
華
と
を
し
て
爾
く
熾
ん
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
得
ん
や
翻
意
諸
士
身
を
唄
て
て
公
に
奉
じ
家

　
　
を
忘
れ
て
国
に
尽
し
克
く
樽
入
の
本
分
を
全
く
し
克
く
国
家
の
威
武
を
発
揚
し
真
麻
は
以
て
後
昆
の
範
と
な
り
童
名
は
以
て
千
載
の
鑑
と
な
る
昭
代
の
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
史
は
実
に
諸
士
の
忠
と
名
と
を
以
て
永
く
燦
た
る
光
輝
を
発
せ
り
と
謂
ふ
べ
き
な
り
（
以
下
略
）

　
こ
の
二
つ
の
祭
文
は
、
基
本
的
な
性
格
と
し
て
戦
死
者
を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
語
り
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、

「
激
戦
苦
闘
」
以
下
の
文
章
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
兵
士
が
戦
場
に
お
い
て
苦
労
し
た
、
と
い
う
面
に
触
れ
、
そ
の
死
に
つ
い
て
「
誠
に
悼
む
」

も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
国
家
に
尽
し
た
こ
と
へ
の
称
賛
と
な
る
。
だ
が
後
者
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
大
元
帥
陛
下
」
た
る

天
皇
を
中
心
と
し
た
明
治
維
新
以
来
の
国
家
発
展
の
歴
史
が
顕
彰
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
の
兵
士
の
貢
献
を
称
え
る
。
し
か
し
戦
場
に
お
け
る
兵

士
の
苦
労
は
語
ら
れ
ず
、
死
者
を
悼
む
言
葉
が
一
切
な
く
な
り
、
園
家
へ
の
貢
献
が
歴
史
に
永
久
に
残
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
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あ
る
。

　
こ
う
し
た
祭
文
は
、
死
者
達
に
語
る
、
と
い
う
形
を
取
っ
て
戦
争
の
意
義
や
死
者
達
の
死
の
意
義
付
け
を
行
う
が
、
同
じ
招
魂
祭
に
お
い
て

は
出
席
す
る
遺
族
に
語
り
か
け
る
形
も
存
在
し
た
。
そ
れ
が
、
主
と
し
て
僧
侶
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
説
教
（
法
話
）
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ

い
て
は
大
阪
の
史
料
が
な
い
の
で
、
本
願
寺
派
僧
侶
が
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
の
鹿
児
島
の
招
魂
祭
で
語
っ
た
説
教
の
要
旨
か
ら
考
え
て

み
る
。

　
　
熟
ら
思
ふ
に
人
間
の
苦
み
は
死
に
在
り
即
ち
死
ぬ
る
と
云
ふ
と
は
何
人
も
厭
う
所
で
あ
る
例
之
は
蘇
に
人
あ
り
汝
に
九
州
全
土
を
与
ふ
る
か
ら
死
せ
よ
と

　
　
言
っ
て
も
そ
れ
は
否
や
だ
と
醤
ふ
又
日
本
全
国
の
宝
物
を
与
ふ
る
か
ら
死
せ
よ
と
琶
っ
て
も
決
し
て
死
ぬ
と
は
欝
は
な
い
（
中
略
）
醗
へ
つ
て
患
勇
な
る

　
　
兵
卒
諸
士
が
弾
丸
雨
飛
の
間
に
立
っ
て
死
し
た
の
を
見
る
と
是
程
名
誉
で
且
つ
麗
は
し
い
死
は
な
い
で
、
同
じ
人
間
で
同
く
死
ぬ
な
ら
戦
場
に
立
っ
て
死

す
れ
ば
少
し
も
遺
憾
は
な
い
（
中
略
）
戦
妓
者
の
霊
魂
は
別
格
官
幣
社
た
る
靖
国
神
社
に
鵜
ら
れ
て
恐
れ
多
く
も
天
皇
陛
下
よ
り
幣
吊
を
賜
は
る
の
で
あ

る
即
ち
戦
場
で
死
し
た
入
は
神
様
に
祀
ら
る
る
か
ら
取
り
も
直
さ
ず
遺
族
諸
君
は
多
様
の
父
で
あ
る
神
様
の
母
で
あ
る
又
神
様
の
妻
や
子
で
あ
る
と
云
ふ

　
　
こ
と
を
覚
っ
て
戴
き
た
い
、
賎
妓
者
の
霊
魂
は
今
此
の
祭
壇
に
招
い
て
あ
り
ま
す
に
依
っ
て
皆
さ
ん
と
共
に
爾
無
阿
弥
陀
仏
を
称
て
極
楽
浄
土
を
願
は
ね

　
　
　
　
　
④

　
　
ば
な
ら
ぬ

　
死
ぬ
の
は
嫌
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
同
じ
死
ぬ
の
な
ら
戦
場
で
の
名
誉
の
死
が
良
い
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
そ
し
て
死
者
は
神
様

と
し
て
靖
国
に
祀
ら
れ
る
の
で
遺
族
は
神
様
と
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
風
に
語
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
神
様
で
あ
る
は
ず
の
戦
死
者
は
霊

魂
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
極
楽
浄
土
を
願
う
よ
う
求
め
る
と
い
う
一
見
奇
妙
な
発
言
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
国
家
祭
祀
と
し
て
の
靖
国
、

と
い
う
施
設
と
、
現
実
に
死
者
を
悼
み
、
弔
う
遺
族
を
ど
う
結
び
つ
け
る
の
か
、
そ
う
し
た
問
題
が
こ
の
よ
う
な
説
教
の
内
容
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
招
魂
祭
で
は
祭
文
と
い
う
死
者
に
語
り
か
け
る
形
、
あ
る
い
は
説
教
と
い
う
遺
族
に
語
り
か
け
る
形
で
戦
争
や
戦
死
の

意
義
付
け
が
行
わ
れ
た
。
次
節
で
は
戦
死
者
葬
儀
に
お
け
る
弔
辞
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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第
二
節
　
戦
死
者
葬
儀
に
お
い
て

　
戦
死
者
個
人
を
対
象
と
す
る
戦
死
者
葬
儀
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
戦
争
や
死
の
意
味
が
語
ら
れ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
前
章
と
同
様
現

富
士
市
と
な
っ
て
い
る
三
分
の
事
例
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
以
下
は
、
日
露
戦
争
中
の
一
九
〇
四
年
置
明
治
三
七
）
一
一
月
に
吉
永
村
で
行
わ

れ
た
葬
儀
で
の
富
士
郡
町
村
長
総
代
に
よ
る
弔
辞
で
あ
る
。

　
　
君
国
家
ノ
為
二
艶
ル
真
二
日
本
男
児
ノ
名
二
食
ヂ
ズ
ト
謂
フ
ベ
シ
是
ヨ
リ
先
キ
宣
戦
ノ
詔
勅
一
タ
ビ
下
り
テ
ヨ
リ
爾
来
我
が
帝
国
版
図
二
藍
ル
者
国
ト
シ

　
　
テ
兵
役
ノ
徴
集
ア
ラ
ザ
ル
ナ
ク
所
ト
シ
テ
馬
匹
ノ
徴
発
ア
ラ
ザ
ル
ナ
シ
此
二
於
テ
カ
壮
丁
ノ
銃
創
二
罹
リ
弾
丸
服
事
ヲ
唄
ス
モ
ノ
勝
テ
数
フ
ベ
カ
ラ
ズ
馬

　
　
匹
ノ
運
輸
二
苦
ミ
駆
馳
二
発
ル
モ
ノ
幾
千
万
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
鳴
呼
戦
場
ノ
惨
状
甚
イ
カ
ナ
無
事
ノ
強
壮
男
子
ヲ
シ
テ
非
命
二
極
レ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
幾

　
　
多
ノ
英
雄
良
将
ヲ
シ
テ
肉
飛
ビ
電
量
ケ
肝
脳
地
二
食
レ
形
　
ヲ
留
メ
ザ
ラ
シ
ム
無
言
フ
ニ
忍
ビ
ン
や
今
や
我
富
士
郡
賑
町
忍
冬
惨
禍
二
罹
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ

　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
シ
（
以
下
略
）

　
こ
の
弔
辞
で
は
、
死
者
を
称
賛
す
る
言
葉
は
一
部
分
だ
け
で
あ
り
、
あ
と
は
全
国
的
な
動
員
の
様
子
と
戦
場
の
苛
烈
さ
、
そ
し
て
地
元
が
受

け
た
影
響
に
も
言
及
し
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
戦
況
は
旅
順
に
お
け
る
苦
闘
が
続
く
な
ど
し
て
、
そ
の
見
通
し
が
立
た
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
は
、
戦
争
と
死
の
意
義
を
説
明
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
事
例
は
死
者
へ
の
称
賛
の
言
葉
が
非
常
に
少

な
く
、
戦
争
の
苦
し
さ
を
明
確
に
し
て
い
る
点
で
特
異
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
公
的
な
葬
儀
の
場
で
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
語
ら
れ
方
が
あ

り
え
た
、
と
い
う
事
実
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
よ
り
｝
般
的
と
考
え
ら
れ
る
事
例
と
し
て
、
同
じ
葬
儀
に
お
け
る
出
征
軍
入
家
族
保
護
会
総
代
の
弔
辞
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
戦
場
心
事
ヲ
被
ム
ル
者
日
二
万
ヲ
以
テ
数
へ
多
ク
ハ
治
療
単
二
復
シ
死
二
至
ラ
ズ
出
際
シ
テ
君
ノ
創
撰
独
リ
愈
ヘ
ズ
音
容
復
タ
見
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
何
ゾ
痛
惜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
二
堪
ヘ
ン
然
リ
ト
錐
モ
君
等
ノ
戦
死
ノ
功
遂
二
遼
陽
ヲ
占
領
シ
尋
デ
沙
河
ノ
大
勝
ア
リ
其
ノ
功
名
永
ク
没
セ
ズ
鳴
呼
栄
ト
称
ス
ベ
キ
カ
ナ

　
ま
ず
死
者
を
悼
ん
だ
後
に
、
そ
の
死
を
意
義
付
け
る
称
賛
の
雷
葉
が
続
く
。
こ
う
し
た
弔
辞
の
招
魂
祭
で
の
祭
文
と
の
違
い
は
、
戦
争
の
影
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響
が
物
心
両
面
で
生
々
し
い
時
期
で
あ
る
た
め
か
、
死
者
に
対
す
る
哀
悼
の
念
が
表
明
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
招
魂
祭
の
祭
文
に
お
い
て
は
日

露
戦
争
後
に
そ
の
よ
う
な
文
言
が
消
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
戦
死
者
葬
儀
に
お
い
て
は
哀
悼
と
称
賛
の
言
葉
は
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
で
の
祭
文
や
弔
辞
の
内
容
は
、
基
本
的
に
戦
死
者
を
称
賛
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る

が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
死
者
あ
る
い
は
遺
族
に
語
る
の
か
、
と
い
う
部
分
で
は
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
整
理
を
す
る
と
、
招
魂
祭
の
祭

文
は
日
露
戦
争
後
に
は
哀
悼
の
言
葉
が
消
え
、
ほ
ぼ
称
賛
の
み
と
な
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
国
家
祭
祀
（
国
家
神
道
）
的
な
も
の
で
、
死
者
に
対

し
て
そ
の
死
の
意
義
を
語
る
形
式
を
取
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
の
僧
侶
に
よ
る
説
教
と
い
う
仏
教
的
な
要
素
は
、
祭
文
の
趣
旨
と
大
筋

で
は
～
致
し
な
が
ら
も
、
遺
族
の
悲
し
み
や
慰
め
の
感
情
を
一
定
程
度
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
戦
死
者
葬
儀
で
は
、

時
に
は
戦
争
の
苦
し
さ
と
密
か
な
不
満
さ
え
感
じ
ら
れ
る
弔
辞
が
語
ら
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
は
率
直
な
悲
し
み
を
表
明

す
る
一
輪
葉
と
称
賛
の
言
葉
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
悲
し
み
や
慰
め
を
主
と
す
る
心
情
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
信
仰
の
実
態
か
ら

考
え
れ
ば
仏
教
側
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
寺
に
お
け
る
行
事
の
執
行
、
そ
し
て
僧
侶
の
読
経
が
主
流
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
神
道
・
仏
教
の
役
割
の
違
い
は
、
必
ず
し
も
予
定
調
和
的
に
確
立
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
次
章
で
は
、
神
道
・
仏
教
間

の
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
対
す
る
姿
勢
を
め
ぐ
る
摩
擦
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
①
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
羽
賀
前
掲
論
文
に
指
摘
が
あ
り
、
同
論
文
で
も
　

③
門
大
阪
朝
日
睡
一
九
〇
九
年
五
月
七
日
付
。

　
　
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
臼
清
戦
争
期
、
か
つ
戦
地
に
お
け
る
招
魂
祭
で
の
祭
文
・
　
④
『
鹿
児
島
新
聞
飴
一
九
〇
八
年
五
月
八
日
付
。

　
　
弔
辞
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
吉
水
村
役
場
「
戦
死
者
葬
儀
書
類
」
～
九
〇
四
年
＝
月
　
四
日
付
。

　
②
『
大
阪
朝
日
葱
一
九
〇
〇
年
＝
月
六
日
付
。
　
　
　
　
　
　
⑥
同
前
。
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第
四
章
　
神
道
・
仏
教
と
「
戦
没
者
慰
霊
」
行
事

地域における近代暇本の「戦没者慰霊」行事（劇の

第
一
節
　
神
道
・
仏
教
問
の
紛
争

　
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
場
や
行
事
に
お
い
て
、
神
道
と
仏
教
は
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
紛
争
が
起
こ

　
　
　
①

っ
て
い
た
。
以
下
は
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
の
姫
路
招
魂
祭
に
つ
い
て
、
そ
の
由
来
を
伝
え
た
記
事
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
僧
侶
は
仏
祭
を
先
に
す
べ
し
と
云
ひ
神
宮
は
神
祭
を
先
行
す
べ
し
と
主
張
し
互
い
に
確
執
し
て
譲
ら
ず
（
中
略
）
僧
侶
は
大
に
怒
り
て
仏
抗
日
を
片
付
け
ず

　
　
曰
く
仏
像
の
前
に
於
て
神
式
を
挙
ぐ
べ
し
と
神
官
論
れ
を
拒
み
交
渉
談
論
の
結
果
僧
侶
も
応
ぜ
ざ
る
望
め
遂
に
白
布
を
仏
像
に
覆
ひ
て
神
式
を
挙
げ
た
る

　
　
　
　
　
②

　
　
事
あ
り
し

　
ど
ち
ら
が
先
に
儀
式
を
行
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
る
で
子
供
じ
み
た
争
い
が
起
こ
っ
て
い
た
。
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
状
態
が
年
々
激
し
さ

を
加
え
て
い
っ
た
た
め
に
、
こ
の
年
か
ら
練
兵
場
に
神
殿
が
建
設
さ
れ
、
神
式
行
事
を
そ
こ
で
行
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
姫
路
の
場
合
、
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
か
ら
神
式
・
仏
式
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
式
の
際
に
祭
壇
の
様
式
を
造
り
替
え
る
、
と
い
う
形
で
決
着
が
つ
い
た
。

　
事
態
は
、
戦
死
者
葬
儀
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
以
下
は
、
日
露
戦
争
中
の
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
の
島
根
県
の
事
例
で
あ
る
。

　
　
景
雲
国
に
て
は
戦
死
者
の
葬
儀
に
関
し
神
仏
教
徒
間
に
て
や
や
競
争
の
気
味
あ
る
が
此
程
来
出
雲
大
社
教
の
葬
儀
独
占
の
競
争
は
又
格
別
に
て
去
月
中
旬

　
　
の
事
（
中
略
）
大
社
教
よ
り
葬
儀
一
切
の
費
用
を
負
担
す
ぺ
け
れ
ば
神
式
に
営
ま
れ
た
し
と
町
長
へ
申
込
た
れ
ば
、
役
場
始
め
町
民
等
は
費
用
引
受
と
あ

　
　
ら
ば
何
心
に
て
も
構
は
ず
と
て
直
に
神
式
に
決
し
此
赴
き
（
中
略
）
曹
洞
宗
洞
光
寺
へ
申
込
た
る
に
、
同
寺
よ
り
は
神
式
と
あ
ら
ば
境
内
を
貸
与
し
、
墓

　
　
地
を
用
立
る
と
は
堅
く
相
成
ら
ず
と
の
返
答
に
喪
主
ら
も
大
に
当
惑
し
、
（
中
略
）
ヤ
ッ
サ
モ
ッ
サ
の
末
遂
に
洞
光
寺
に
於
て
仏
式
に
て
営
む
こ
と
と
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
盛
大
に
修
し
了
り
た
り

　
ま
た
、
以
下
の
愛
知
県
の
事
例
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
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三
河
国
豊
橋
旅
団
に
於
て
過
日
戦
死
者
の
合
葬
を
行
ふ
に
当
り
、
神
官
と
僧
侶
と
の
問
に
主
吊
の
争
覇
を
生
じ
、
結
果
第
三
留
守
師
団
長
に
伺
出
し
に
、

　
　
戦
死
者
遺
族
の
希
望
に
任
す
べ
し
と
の
命
に
依
り
、
～
々
其
遺
族
に
質
し
た
る
に
～
人
と
し
て
神
葬
を
請
ふ
も
の
な
く
、
遂
に
仏
者
の
勝
利
と
成
て
主
吊

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
の
任
務
を
為
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
う
し
た
事
例
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
も
相
当
数
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
お
そ
ら
く
こ
の

二
つ
の
事
例
の
よ
う
に
、
仏
教
優
勢
の
う
ち
に
決
着
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
史
料
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
道
が
民
衆
に

と
っ
て
死
者
を
弔
う
、
と
い
う
意
味
で
の
基
盤
が
弱
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
戦
死
者
葬
儀
は
、
直
接
的
に
は
戦
争
中
か
そ
の
直
後
の
み
に
行
う
行
事
で
あ
り
、
招
魂
祭
の
よ
う
に
毎
年
行
わ
れ
続
け
る
も
の
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
招
魂
祭
に
お
い
て
神
仏
並
立
の
形
が
保
た
れ
る
と
す
れ
ば
、
姫
路
の
事
例
で
み
た
よ
う
な
＝
疋
の
妥
協
の
も
と
に
「
戦
没

者
慰
霊
」
を
め
ぐ
る
対
立
は
止
揚
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
節
対
立
の
論
理

　
日
露
戦
争
期
に
顕
在
化
し
た
「
戦
没
者
慰
霊
」
を
め
ぐ
る
神
道
と
仏
教
の
対
立
は
、
そ
の
後
は
表
面
化
す
る
こ
と
が
な
く
、
招
魂
祭
儀
式
の

神
仏
共
同
も
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
九
月
の
満
州
事
変
以
来
戦
争
が
常
態
化
す
る
中
で
、
再
び
神
仏
間
の
対

立
は
激
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
七
月
、
青
森
県
の
神
職
会
が
戦
死
者
葬
儀
の
神
葬
実
現
を
決
議
し
、
こ
れ
を
県
当
局
が
容
認
し
た
と
地
元
紙
咽
東

奥
日
報
』
が
伝
え
る
と
、
仏
教
側
か
ら
強
硬
な
反
対
が
起
こ
っ
た
。

　
そ
の
際
、
県
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
戦
死
者
の
家
庭
は
凡
そ
父
祖
累
代
密
宗
に
流
を
汲
め
る
仏
信
徒
な
り
軍
人
は
（
中
略
）
日
支
事
変
に
際
し
報
国
尽
忠
の
誠
を
表
は
し
命
を
鴻
毛
の
軽
き
に

　
　
比
し
戦
場
の
露
と
消
へ
ん
と
堅
き
誓
を
樹
て
出
陣
に
さ
き
だ
ち
て
家
庭
に
送
り
し
音
信
に
は
大
乗
仏
教
的
精
神
の
邊
り
下
槍
た
り
こ
れ
幼
蒔
よ
り
受
け
た
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地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

　
　
る
仏
教
的
情
操
教
育
の
然
ら
し
む
る
所
な
り
と
信
ず
（
中
略
）
戦
死
者
の
霊
を
弔
ふ
に
累
代
檀
席
に
在
る
者
を
し
て
強
て
神
葬
に
改
め
し
め
ん
と
す
る
は

　
　
一
は
信
教
自
由
の
憲
法
に
違
ひ
一
は
家
庭
の
信
御
を
無
視
し
宗
教
護
持
の
精
神
を
失
は
し
め
（
中
略
）
ひ
い
て
は
精
神
界
の
混
乱
を
招
く
も
の
と
思
惟
せ

　
　
　
⑦

　
　
ら
る

　
ま
ず
戦
死
者
の
家
庭
が
ほ
と
ん
ど
仏
教
徒
で
あ
る
、
と
い
う
宗
教
的
基
盤
の
固
さ
を
述
べ
た
上
で
、
軍
人
達
の
精
神
こ
そ
仏
教
の
教
え
の
反

映
で
あ
る
、
と
理
論
を
立
て
る
。
そ
し
て
も
う
～
つ
の
反
論
の
柱
は
、
帝
国
憲
法
二
八
条
に
謳
わ
れ
て
い
た
信
教
の
自
由
の
尊
重
で
あ
る
。
こ

の
後
の
部
分
で
は
、
神
道
は
宗
教
で
は
な
く
国
家
の
祭
式
で
あ
り
、
町
村
葬
儀
の
レ
ベ
ル
に
は
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

国
家
の
祭
式
で
あ
る
神
道
は
、
国
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
部
分
で
の
役
割
は
あ
る
が
、
葬
儀
と
い
う
個
人
を
弔
う
儀
式
、
特
に
軍
人
と
し
て
国

家
に
対
す
る
義
務
を
果
た
し
た
以
上
は
、
そ
の
信
仰
は
神
道
に
よ
っ
て
も
侵
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
神
道
に
よ
る
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
動
き
に
対
し
て
は
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
形
で
抵
抗
が
現
れ
た
。
た
と
え
ば
石

川
県
で
の
招
魂
社
が
移
転
改
築
さ
れ
る
、
と
い
う
動
き
に
対
し
寺
院
側
の
代
表
は
、
招
魂
社
移
転
の
動
き
そ
の
も
の
に
は
反
対
し
な
い
が
、

県
・
市
が
仏
式
招
魂
祭
を
ど
こ
で
や
っ
て
く
れ
る
の
か
、
と
疑
問
を
呈
し
た
上
で
、

　
　
あ
る
県
で
語
意
社
を
建
て
神
式
だ
け
の
招
魂
祭
を
執
行
し
た
の
で
仏
教
側
の
各
寺
院
が
合
同
し
て
同
日
同
時
刻
に
寺
院
で
仏
式
で
営
ん
だ
と
こ
ろ
招
魂
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
へ
は
誰
も
参
拝
せ
ず
金
部
別
院
へ
き
た
と
い
う
実
例
も
あ
る

と
、
民
衆
の
信
仰
を
得
て
い
る
こ
と
へ
の
余
裕
す
ら
感
じ
ら
れ
る
談
話
を
述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
大
分
県
で
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一

〇
）
に
県
が
招
魂
祭
を
神
式
の
み
に
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
仏
教
側
は
独
自
に
招
魂
祭
を
同
時
刻
に
開
催
す
る
意
陶
を
示
し
、
県
が
こ
れ
を

禁
じ
る
通
牒
を
発
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
仏
教
側
だ
け
で
な
く
、
一
般
県
民
か
ら
も
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
上
、
大
分
の
聯
隊
や
大
分
市
当
局
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
が
反
対
の
意
向
を
示
し
た
。
結
果
、
神
式
行
事
が
練
兵
場
、
仏
式
行
事
が
陸
軍
墓
地
に
て
行
わ
れ
る
形
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
招
魂
祭
・

戦
死
者
葬
儀
の
双
方
が
、
神
道
側
か
ら
の
神
式
へ
の
統
一
を
求
め
る
運
動
に
さ
ち
さ
れ
、
仏
教
側
は
民
衆
的
な
基
盤
と
信
教
の
自
由
を
た
て
に

反
対
す
る
、
と
い
う
構
図
が
鮮
明
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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以
下
は
、
台
湾
総
督
府
が
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
一
〇
月
に
出
し
た
命
令
に
対
す
る
台
湾
仏
教
各
派
の
統
一
見
解
と
し
て
出
さ
れ
た
意

見
書
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
想
ふ
に
葬
儀
は
人
生
に
お
け
る
最
後
の
儀
式
な
れ
ば
（
中
略
）
其
公
葬
と
私
葬
と
を
論
ぜ
ず
故
人
生
前
の
信
仰
又
は
遺
族
な
り
家
族
な
り
響
銅
の
宗
教
を

　
　
尊
重
し
、
其
意
志
に
依
る
べ
き
を
至
当
と
考
ふ
る
処
に
し
て
荷
も
外
部
の
意
志
を
以
っ
て
其
形
式
を
限
定
し
或
は
之
を
強
制
す
べ
き
も
の
に
上
之
と
存
候

　
　
（
中
略
）
其
形
式
を
限
定
し
、
或
は
之
を
強
制
す
る
こ
と
等
は
信
教
の
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
に
し
て
弔
慰
の
誠
意
を
乱
す
こ
と
と
相
成
り
随
っ
て
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
国
の
美
風
た
る
家
族
制
度
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
由
々
敷
結
果
を
招
来
す
る
誘
引
と
相
成
り
て
は
前
途
に
対
し
深
く
憂
慮
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
次
第
に
御
座
候

　
こ
れ
に
対
し
て
全
国
神
職
会
は
次
の
よ
う
な
反
論
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
皇
軍
の
将
兵
は
皆
靖
国
神
社
に
祀
ら
る
べ
き
信
仰
を
持
っ
た
軍
人
だ
か
ら
問
題
は
な
い
が
公
私
混
溺
の
結
果
、
我
国
の
国
葬
は
信
仰
の
自
由
を
束
縛
し
た

　
　
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
よ
り
も
仏
式
合
同
葬
な
る
も
の
こ
そ
各
宗
派
の
形
式
を
一
派
に
限
定
し
非
仏
教
徒
に
対
し
て
多
数
決
を
以
っ
て
仏
式
を
強
制
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
の
で
あ
る
、
團
式
は
一
宗
派
で
は
な
い

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
対
立
点
は
、
究
極
的
に
は
国
家
神
道
が
ど
こ
ま
で
個
人
の
領
域
に
入
る
こ
と
が
可
能
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
仏
教
側

は
、
神
道
が
宗
教
で
は
な
い
以
上
信
仰
の
領
域
で
あ
る
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
儀
式
を
全
て
受
け
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
立
場
で
あ
る

の
に
対
し
、
神
道
側
は
む
し
ろ
神
事
が
宗
教
で
は
な
く
国
式
で
あ
る
か
ら
「
戦
没
者
慰
霊
」
と
い
う
公
的
な
行
事
を
受
け
持
つ
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
結
局
こ
れ
は
、
神
道
を
非
宗
教
と
定
め
た
近
代
日
本
の
矛
盾
、
さ
ら
に
は
公
的
領
域
と
私
的
領
域
の
境
界
を
ど
こ
に
お
く

か
、
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
そ
う
し
た
点
の
検
討
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
。
と
も
か
く
、
こ
う
い
つ
た
容
易
に
解
消
さ

れ
な
い
対
立
が
、
戦
時
体
制
下
に
あ
っ
て
も
、
い
や
「
戦
没
者
慰
霊
」
が
現
実
的
な
課
題
と
し
て
重
要
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
激
化
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

①
神
道
・
仏
教
の
こ
う
し
た
対
立
に
つ
い
て
は
、
中
濃
墨
篤
編
目
講
座
日
本
近
代

　
と
仏
教
　
六
　
戦
時
下
の
仏
教
脇
（
国
書
刊
行
会
、
　
九
七
七
年
）
に
指
摘
が
あ

　
る
が
、
日
中
戦
争
以
降
を
そ
の
始
ま
り
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

②
『
神
戸
又
新
日
報
盛
～
九
〇
〇
年
五
月
九
日
付
。
な
お
こ
の
姫
路
の
事
例
に
つ
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い
て
は
、
前
掲
拙
稿
で
も
言
及
し
て
い
る
。

③
同
前
、
一
九
〇
㎝
年
五
月
七
目
付
。

④
　
　
『
申
外
日
報
匝
　
九
〇
四
年
七
月
目
一
百
付
。

⑤
同
前
、
一
九
〇
鰯
年
九
月
｝
四
目
付
。

⑥
『
申
外
日
報
匝
に
お
い
て
は
、
熊
本
と
東
京
の
事
例
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

⑦
同
前
、

⑧
同
前
、

⑨
　
同
前
、

⑩
同
前
、

⑪
同
前
、

一
九
三
三
年
八
月
四
日
付
。

一
九
三
三
年
一
〇
月
一
一
八
日
付
。

一
九
三
五
年
瞬
月
二
七
日
付
。

一
九
三
七
年
一
〇
月
二
三
日
付
。

一
九
三
七
年
一
一
月
三
日
付
。

お
　
わ
　
り
　
に

地域における近代日本の「戦没者慰霊」行事（白川）

　
以
上
、
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
を
比
較
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
で
の
ひ
と
ま
ず
の
結
論
と
し
て
、
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第

一
に
、
招
魂
祭
は
師
団
・
聯
隊
と
い
っ
た
軍
の
単
位
、
あ
る
い
は
道
府
県
・
市
町
村
と
い
っ
た
行
政
単
位
を
範
囲
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
近
代

戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
を
祭
祀
す
る
行
事
で
あ
っ
た
。
叢
記
に
お
い
て
読
ま
れ
る
祭
文
は
、
当
初
は
哀
悼
の
意
を
表
す
文
言
も
多
少
含
ま
れ
て

い
た
が
、
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
そ
の
栄
光
を
称
賛
す
る
文
雷
が
中
心
と
な
り
、
以
後
定
着
す
る
。
庶
民
に
娯
楽
を
提
供
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
の
側
面
は
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
衰
え
を
見
せ
、
「
慰
霊
」
の
厳
粛
な
側
面
が
前
面
に
出
て
く
る
。
そ
う
し
た
変
化
は
地
域
に

よ
っ
て
も
ち
ろ
ん
差
は
あ
る
が
、
社
会
や
軍
隊
を
め
ぐ
る
情
勢
が
変
化
し
た
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

戦
死
者
葬
儀
は
、
村
を
挙
げ
て
行
わ
れ
る
体
制
が
第
～
次
世
界
大
戦
期
に
は
既
に
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
史
料
で
も
示
し
た
よ
う
に
、

日
露
戦
後
に
地
域
の
民
衆
を
ま
と
め
る
諸
団
体
が
結
成
さ
れ
、
動
員
が
よ
り
容
易
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
中
戦
争
期
に
は
、
戦
死

者
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
情
勢
か
ら
、
行
政
に
よ
る
心
境
と
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
だ
。
「
戦
没
者
慰
霊
」
行
事
に
は
い
く
つ
か
の
変
化
の
画
期

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
第
二
に
、
こ
う
し
た
二
つ
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
行
事
が
存
在
し
た
理
由
は
、
儀
式
や
神
道
・
仏
教
が
果
た
す
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
関
係
し
て

い
た
。
招
魂
祭
の
祭
文
と
戦
死
者
葬
儀
の
弔
辞
と
で
は
、
死
の
意
義
の
語
り
方
に
違
い
が
あ
っ
た
。
前
者
で
は
哀
悼
の
意
は
弱
く
、
顕
彰
に
重

点
が
お
か
れ
、
後
者
で
は
哀
悼
と
称
賛
が
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
哀
悼
の
意
の
弱
い
前
者
で
は
、
僧
侶
の
説
教
と
い
う
形
で
死
の
意
義
を
遺
族
に
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説
く
作
業
を
必
要
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
引
き
出
せ
る
結
論
は
、
神
道
あ
る
い
は
神
道
的
儀
式
は
、
主
と
し
て
死
者
を
ど
う
祭
祀
し
、
顕
彰
す
る

か
、
と
い
う
部
分
で
役
割
を
果
た
し
、
仏
教
は
死
者
へ
の
哀
悼
や
弔
い
の
心
情
を
受
け
持
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
招
魂
祭
と
戦
死
者
葬
儀
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
ま
と
め
て
み
る
と
、
招
魂
祭
は
地
域
の
「
戦
没
者
」
と
い

う
集
団
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
靖
国
神
社
の
枠
組
み
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
も
、
祭
り
や
仏
教
的
な
要
素
な
ど
多
様
な
側
面
を
抱
え
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ん
で
い
た
。
そ
の
要
素
は
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
完
全
に
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、
靖
国
と
類
似
し
た
護
国
神
社
と
い
う
形
に
転
換
し
た
。
戦

死
者
葬
儀
は
、
基
本
的
に
は
個
人
、
最
大
で
も
市
町
村
単
位
で
完
結
す
る
行
事
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
靖
国
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
戦
死
者
葬
儀
は
、
死
者
が
靖
国
に
祀
ら
れ
る
「
戦
没
者
」
と
認
定
さ
れ
る
前
に
行
わ
れ
る
行
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

形
式
で
あ
っ
て
も
特
段
の
問
題
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
神
道
・
仏
教
界
が
自
覚
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
証
明
と
な
る
の
が
、
「
戦
没
者
慰
霊
」
を
め
ぐ

っ
て
起
き
た
紛
争
で
あ
る
。
神
道
側
が
国
家
祭
祀
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
独
占
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
仏
教
側
は
「
神
道

非
宗
教
」
と
「
信
教
の
自
由
」
を
根
拠
に
「
戦
没
者
慰
霊
」
を
個
人
の
信
仰
の
問
題
と
し
て
こ
れ
に
反
対
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
片
方
が
・
王
で
片
方
が
従
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
互
い
の
領
域
・
役
割
を
分
担
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
こ
れ
は
、
戦
後
に
お
け
る
「
戦
没
者
慰
霊
」
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
仏
教
各
宗
派
や
神
道
界
内
部
で
の
「
戦
没
者
慰
霊
」
に
対
す
る
ス

タ
ン
ス
の
差
異
や
、
仏
教
・
神
道
の
地
域
社
会
に
お
け
る
役
割
も
踏
ま
え
な
が
ら
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
以

上
の
結
論
を
提
示
し
て
お
き
、
他
日
を
期
し
て
よ
り
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

124 （842）

①
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

②
　
静
潤
県
天
竜
市
旧
下
阿
多
古
村
の
事
例
で
は
、
一
九
四
一
年
一
月
～
一
九
四
四

　
年
～
二
月
に
行
わ
れ
た
四
八
例
の
戦
死
者
葬
儀
の
う
ち
、
四
三
例
（
約
九
〇
％
）

は
仏
教
形
式
で
執
行
さ
れ
て
い
る
（
下
館
多
古
村
役
場
門
村
葬
関
係
綴
」
一
九
四

一
年
一
月
、
天
竜
市
史
編
纂
掌
篇
）
。
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京
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府
立
大
学
大
学
院
文
学
部
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）



traka　des　problemes　du　commerce　international　sous　la　guerre　de　la　succession

d’EspagRe．

　　Nous　d6cidons　d’etudier　deux　points　suivant．　Le　premier　est　la　cons6quence

que　1’activite　de　cette　Chambre　eut　sur　le　commerce　international　sous　cette

guerre．　Particulibrement，　nous　remarquons　son　activit6　du　systbme　des　passe－

ports　pouy　des　vaisseux　hollandais　que　le　Roi　interdit　d’entrer　les　ports　royals．　Le

deuxi6me　est　le　fonction　de　cette　Chambre　dans　le　rapport　de　le　gouvernement

royal　avec　la　soci6t6　commercial　de　Bordeaux．

Sous　cette　guerre，　le　commerce　de　Bordeaux　tomba　dans　une　situation　tyes　cri－

tique，　mais　a　cause　du　systeme　des　passports，　on　put　n6gocier　avec　les　vaisseux

holiandais，　et　vanta　les　vins　et　1’eau　de　vie．　Cette　Chambre　de　Commerce　le　garda

et　le　stabiiisa，　en　utilisant　le　droit　de　presenter　son　avis　au　Contr61eur　G6n6丁目l．

Elle　prot6gea　le　profit　de　Bordeaux　dans　cette　situation　difficile．

　　D’un　c6t6，　cette　Chambre　de　Commerce　fut　“une　base　du　gouvernement”　pour

le　royaume．　EBe　transemit　la　situation　du　commerce　au　Contr61eur　G6n6ral，

particulierement　1’Exclusif　des　colonies　frangais．　Mais　d’un　autre　c6t6，　elle　fut　“une

base　de　la　contestation　contre　le　gouveynement　royal”　pour　ies　n6gociants　boyde－

Iais．　Quand　ils　r6c｝amerent　ou　contesterent　les　politiques　de　fak－e　obstacle　au　com－

merce　de　Bordeaux，　elle　devint　toujours　son　centre，　et　n6gocia　avec　1’lntendant　ou

le　CoRtr61eur　G6n6ral．

Reconstituer　｝’histoire　de　1’activit6　de　la　Chambre　de　Commerce　de　Guyenne　est

le　premier　pas　qui　nous　permettra　de　mieux　compyendye　la　relation　entre　les

n6goiants　et　｝e　pouvoir　royal　en　France　au　Temps　moderne．

Regional　Rites　te　“Console　the　Spirits　of　the　War　Dead”　in　Modern　Japan：

A　Comparison　and　Consideration　of　Sho”konsai　and　Funeral　Ceremonies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　the　War　Dead

by

SHIRAI〈AWA　Tetsuo

　　Studies　of　“consolation　of　the　spirits　of　the　war　dead”　have　progressed　rapidly

in　recent　years，　but　changes　over　time　and　relationships　among　various　cases　have

not　been　systematically　analyzed　to　a　suthcient　extent．　This　study　focuses　on　the

actual　condition　of　regional　rites　to　console　the　spirits，　sh61eonsai，　and　funeral　cere一

（856）



monies　for　the　war　dead，　and　conslders　what　roles　each　played　in　modern

Japanese　society．　Sh61eonsai，　which　were　held　as　memorial　services　for　the　collec－

tive　war　dead，　and　funeral　ceremonles，　which　were　for　individuals，　served　to　con－

sole　the　spirits　of　the　war　dead　respectively　during　peace　and　wartime．　The　two

types　of　ceremonies　refiect　the　different　roles　played　by　Shinto　and　Buddhism，　the

former　honored　and　celebrated　the　dead　while　the　latter　grieved　for　and　lamented

them．　These　roles　were　not　consciously　chosen，　as　the　struggle　to　encroach　on

oRe　another’s　territory　has　con錘皿ued　over　the　ages．
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